
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
一
上
一

簡
易
生
命
保
険
の
生
成
と
展
開

横
　
山

寿

は
じ
め
に
－
問
題
の
所
在
と
分
析
視
角

一
　
「
救
貧
法
」
体
制
下
の
貧
困
と
葬
儀
．
埋
葬
問
題

ｍ
低
賃
金
層
の
貧
困
と
生
命
．
健
康
の
破
壌

　
◎
　
労
働
強
化
に
よ
る
労
働
能
力
の
破
壊

　
　
◎
　
都
市
に
お
け
る
過
密
と
劣
悪
た
住
環
境

　
　
　
・
食
料
品
と
食
生
活
問
題

　
　
＠
諸
結
果
　
　
高
い
死
亡
率
と
急
速
な
世
代
の
交
替

　
○
都
市
に
お
け
る
葬
儀
・
埋
葬
問
題
の
深
刻
化
、
以
上
本
号

二
　
簡
易
生
命
保
険
の
生
成
と
展
開

　
ｍ
　
「
集
金
組
合
」
に
よ
る
埋
葬
保
険
と
そ
の
弊
害

　
似
簡
易
生
命
保
険
会
杜
の
登
場

　
倒
簡
易
生
命
保
険
の
拡
大
と
近
代
化

　
側
小
　
　
括

三
　
簡
易
生
命
保
険
の
幣
害
と
国
営
化

　
ｍ
簡
易
生
命
保
険
の
弊
害
と
欠
陥

　
２
－
　
グ
ラ
ヅ
ド
ス
ト
ー
ソ
に
よ
る
郵
便
保
険
の
創
設

　
　
　
一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
老
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

側
　
「
ノ
ー
ス
コ
ー
ト
委
員
会
」
の
改
革
提
案

お
わ
り
に

は
じ
め
に
　
　
問
題
の
所
在
と
分
析
視
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
一
九
一
一
年
の
「
国
民
保
険
法
」
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス

最
初
の
杜
会
保
険
は
、
同
法
が
規
定
し
た
管
理
機
構
の
う
ち
に
、
重
要

た
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
杜
会
保
険
の
中
心

を
た
す
医
療
保
険
に
ー
お
い
て
、
現
金
給
付
の
管
理
が
、
政
府
１
の
認
可
す

る
任
意
保
険
団
体
（
認
可
組
合
）
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
点
に
あ
っ
た
。
ベ

ヴ
ァ
リ
ヅ
ジ
は
、
こ
う
し
た
公
的
制
度
と
し
て
の
杜
会
保
険
が
民
間
の

任
意
保
険
の
基
礎
の
う
え
に
っ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
状
態
を
さ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

「
公
的
保
険
と
任
意
保
険
と
の
共
存
」
と
呼
ん
だ
が
、
こ
の
「
共
存
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
（
一
一
六
五
）
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状
態
が
生
み
出
さ
れ
た
背
後
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
　
「
独
立
・
自

助
」
を
厳
し
く
求
め
た
「
救
貧
法
」
体
制
下
で
、
政
府
の
手
厚
い
保
護

を
受
げ
て
普
及
が
計
ら
れ
た
様
々
な
タ
イ
プ
の
任
意
保
険
の
、
無
視
で

き
ぬ
広
が
り
が
あ
っ
た
。
現
に
、
こ
の
「
共
存
」
状
態
を
も
た
ら
し
た

　
「
認
可
組
合
制
度
」
は
、
法
案
を
手
が
け
た
ロ
イ
ド
・
ジ
ヨ
ー
ジ
が
意

図
し
た
、
　
「
自
治
原
則
の
尊
重
に
よ
る
官
僚
主
義
化
の
回
避
」
と
い
う

側
面
を
無
視
で
き
ぬ
と
し
て
も
　
　
現
実
に
は
逆
に
官
僚
主
義
化
を
生

み
出
し
た
が
　
　
法
案
の
成
立
過
程
が
実
際
に
示
し
た
よ
う
に
、
任
意

保
険
を
営
む
組
織
と
の
妥
協
の
産
物
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味

で
、
こ
の
「
共
存
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
杜
会
保
険
が
そ
の
初
期
の
段
階
で

有
し
た
、
公
的
保
険
と
し
て
の
不
徹
底
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
不
徹
底
さ
が
、
公
的
保
険

と
自
主
的
共
済
保
険
と
の
妥
協
の
み
を
内
容
と
し
て
い
た
の
で
は
た
く
、

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

同
時
に
、
公
的
保
険
と
営
利
保
険
と
の
妥
協
を
も
含
ん
で
い
た
と
い
う

点
で
あ
り
、
し
か
も
、
後
者
の
内
容
こ
そ
、
杜
会
保
険
の
公
的
保
険
と

し
て
の
機
能
を
制
限
せ
し
め
る
う
え
で
、
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
か
か
る
公
的
保
険
と
営
利
保
険
と
の
妥
協
は
、
具
体

的
に
は
、
簡
易
生
命
保
険
団
体
（
簡
易
生
命
保
険
会
杜
と
集
金
組
合
）
の
認

可
組
合
へ
の
参
加
を
内
容
と
し
て
い
る
。
簡
易
生
命
保
険
団
体
が
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
（
一
一
六
六
）

九
一
一
年
法
の
定
め
る
認
可
組
合
の
資
格
要
件
（
自
治
組
織
で
あ
る
こ
と

と
、
利
潤
を
追
求
し
な
い
こ
と
）
を
、
事
実
上
骨
抜
き
に
す
る
か
た
ち
で
参

加
し
え
た
こ
と
に
、
何
よ
り
も
、
そ
れ
ら
が
有
Ｌ
た
影
響
力
の
大
き
さ

と
妥
協
の
深
刻
な
内
容
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
際
に
も
、
簡

易
生
命
保
険
団
体
は
、
組
合
員
を
最
も
多
く
組
織
し
た
最
大
の
認
可
組

合
（
一
九
一
二
年
の
組
織
率
は
四
二
％
、
　
一
九
三
八
年
で
は
四
七
％
に
増
大
）

と
し
て
、
医
療
保
険
の
管
理
と
運
営
を
左
右
し
う
る
位
置
を
し
め
る
に

至
っ
た
。
そ
し
て
、
簡
易
生
命
保
険
団
体
は
、
か
か
る
影
響
力
を
、
自

ら
の
事
業
の
拡
大
に
利
用
し
、
私
的
利
潤
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

公
的
保
険
を
営
利
保
険
の
手
段
に
転
化
せ
し
め
て
い
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
簡
易
生
命
保
険
団
体
の
「
認
可
組
合
」
へ
の
参
加
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

Ｂ
．
ギ
ル
バ
ー
ト
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
団
体
に

よ
る
法
案
へ
の
圧
力
と
そ
れ
に
対
す
る
ロ
ィ
ド
・
ジ
ヨ
ー
ジ
の
妥
協
に

よ
っ
て
現
実
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
だ
が
、
法
案
の
実
質
的
な
修
正

を
も
た
ら
し
た
か
か
る
動
き
の
背
後
に
は
、
　
「
救
貧
法
」
体
制
下
で
、

営
利
保
険
と
し
て
の
簡
易
生
命
保
険
が
労
働
者
階
級
の
内
部
へ
広
く
浸

透
し
、
そ
れ
が
自
主
的
共
済
組
織
に
よ
る
相
互
扶
助
の
保
険
と
と
も
に
。
、

任
意
保
険
の
支
配
的
形
態
と
た
っ
て
い
っ
た
事
実
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
た
い
。
し
か
も
簡
易
生
命
保
険
は
、
、
低
額
保
険
料
・
小
口
分



割
払
い
・
戸
別
訪
間
に
よ
る
集
金
活
動
等
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

熟
練
労
働
者
中
心
の
友
愛
組
合
と
労
働
組
合
の
共
済
活
動
が
排
除
し
て

き
た
圧
倒
的
多
数
の
不
熟
練
・
低
賃
金
労
働
者
を
被
保
険
者
と
し
て
組

織
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
唯
一
の
任
意
保
険
で
あ
り
、
婁
言
す
れ
ぼ
、

不
熟
練
・
低
賃
金
労
働
者
が
利
用
し
参
加
し
え
た
任
意
保
険
と
は
、
他

な
ら
ぬ
営
利
保
険
と
し
て
の
簡
易
生
命
保
険
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
点

が
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
救
貧
法
」
体
制
下
で
、
営
利
保
険
た
る
簡
易
生
命
保
険
が
、
不
熟

練
・
低
賃
金
労
働
者
を
組
織
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
任
意
保
険
の
な
か
で

支
配
的
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
組
織
力
に

よ
っ
て
杜
会
保
険
の
管
理
機
構
へ
割
り
込
み
、
　
「
公
的
保
険
と
営
利
保

険
の
共
存
関
係
」
を
現
実
化
せ
し
め
、
杜
会
保
険
の
機
能
へ
多
大
な
影

響
を
与
え
て
い
っ
た
こ
と
、
か
か
る
事
実
は
、
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
杜
会

保
障
史
研
究
に
よ
る
、
　
「
救
貧
法
」
体
制
か
ら
杜
会
保
険
の
成
立
へ
至

　
　
　
　
　
一
４
～

る
過
程
の
分
析
で
は
、
十
分
に
解
明
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
は
、
任
意
保
険
を
、
も
っ
ぽ
ら
友
愛
組
合
・
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

等
に
。
よ
る
自
主
的
共
済
活
動
に
、
対
象
を
限
定
し
、
制
止
的
た
「
救
貧

法
」
プ
ラ
ス
自
主
的
共
済
に
よ
る
「
自
助
」
の
限
界
か
ら
杜
会
保
険
成

立
の
必
然
性
を
分
析
し
、
自
主
的
共
済
組
織
に
よ
る
任
意
保
険
と
杜
会

　
　
　
　
一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
老
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

保
険
１
－
公
的
保
険
と
の
調
整
と
し
て
「
認
可
組
合
」
の
出
現
を
解
い
て

き
た
。
勿
論
、
か
か
る
分
析
は
、
イ
ギ
リ
ス
杜
会
保
障
史
研
究
が
踏
え
る

べ
き
ひ
と
っ
の
到
達
点
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
営
利
事
業
と
し
て
営

ま
れ
る
任
意
保
険
、
し
か
も
労
働
者
階
級
へ
広
く
浸
透
し
て
い
っ
た
簡

易
生
命
保
険
が
分
析
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
上
述
し
た
営
利

保
険
と
労
働
者
階
級
と
の
か
か
わ
り
、
杜
会
保
険
と
営
利
保
険
と
の
関

連
と
い
っ
た
「
救
貧
法
」
体
制
か
ら
杜
会
保
険
の
成
立
へ
至
る
過
程
で

の
重
要
な
論
点
が
、
全
く
浮
び
あ
が
っ
て
こ
な
い
結
論
と
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

と
暫
言
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
や
や
具
体
的
な
指
摘
を
す
れ
ぱ
、
第
一
に
、

友
愛
組
合
・
労
働
組
合
の
共
済
活
動
が
、
主
要
に
は
熟
練
・
高
賃
金
労

働
者
に
限
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
論
者
が
指
摘
し
て
き

た
点
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
逆
に
、
自
主
的
共
済
組
織
の
活
動
だ
け

で
は
、
「
救
貧
法
」
体
制
下
の
任
意
保
険
は
語
り
え
な
い
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
た
労
働
者
が
営
利
保
険
へ
大
量
に
組
織

さ
れ
て
い
っ
た
事
実
を
抜
き
に
１
は
、
任
意
保
険
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

え
な
い
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
　
「
認
可
組
合
」
へ
、
簡
易
生
命
保
険

団
体
が
参
加
し
た
事
実
は
、
当
然
、
ど
の
論
者
も
触
れ
て
は
い
る
が
、

い
ず
れ
も
、
簡
易
生
命
保
険
団
体
の
存
在
自
体
が
、
「
前
史
」
に
あ
た

る
「
救
貧
法
」
体
制
の
分
析
で
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
　
「
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
（
一
一
六
七
）
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箪
か
ら
駒
が
出
る
」
式
の
意
外
性
に
虚
を
衝
か
れ
る
ぱ
か
り
で
、
何
故
、

簡
易
生
命
保
険
団
体
が
、
か
く
も
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
る
か
た
ち
で

「
認
可
組
合
」
制
度
が
出
現
し
た
の
か
が
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
展

開
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
第
三
に
、
　
『
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
報
告
』

が
「
認
可
組
合
」
制
度
の
廃
止
を
唱
え
た
際
に
、
友
愛
組
合
・
労
働
組

合
と
は
新
た
な
協
定
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
簡
易
生
命
保
険
団
体
と
は

そ
う
し
た
協
定
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
た
そ
の
最
大
の
根
拠
を
、
こ
の

団
体
が
代
理
機
関
と
し
て
の
権
限
を
私
的
利
潤
の
追
求
に
利
用
し
て
い

る
点
に
求
め
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
、
　
「
認
可
組
合
」
制
度
の
重
要
な
弊

害
が
「
公
的
保
険
と
営
利
保
険
の
共
存
関
係
」
に
。
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
、
こ
の
点
も
、
営
利
保
険
と
し
て
の
簡
易
生
命
保
険
に
分
析

が
及
ん
で
い
な
い
従
来
の
研
究
で
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
指
摘
し
え
な

　
　
　
　
（
７
）

か
っ
た
こ
と
。

　
本
稿
は
、
以
上
の
問
題
整
理
と
分
析
視
角
に
た
っ
て
、
一
九
一
一
年

「
国
民
保
険
法
」
下
で
の
「
公
的
保
険
と
営
利
保
険
と
の
共
存
関
係
」

と
い
う
事
態
が
、
　
「
救
貧
法
」
体
制
下
の
任
意
保
険
の
実
態
か
ら
い
か

に
必
然
的
に
生
み
出
さ
れ
て
こ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
物
質

的
な
基
礎
を
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
に
お
げ
る
簡
易
生
命
保
険
の
生
成

・
発
展
過
程
を
分
析
す
る
な
か
で
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
（
一
一
六
八
）

そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
、
一
九
一
一
年
「
国
民
保
険
法
」
で
「
認
可
組

合
」
と
し
て
登
場
し
て
く
る
簡
易
生
命
保
険
団
体
の
、
い
わ
ぱ
「
前

史
」
の
分
析
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
下
、
第
一
章
で
は
「
救
貧
法
」
体
制
下
の
貧
困
と
生
命
・
健
康
の

破
壊
及
び
都
市
に
お
げ
る
葬
儀
・
埋
葬
の
実
態
が
、
い
か
に
膨
大
た
埋

葬
保
険
の
需
要
を
生
み
出
し
た
の
か
を
分
析
し
、
第
二
章
で
は
、
そ
う

し
た
保
険
需
要
に
支
え
ら
れ
て
登
場
し
て
く
る
埋
葬
給
付
に
限
定
し
た

低
額
保
険
が
、
次
第
に
、
共
済
的
性
格
か
ら
営
利
事
業
へ
転
化
し
、
そ

れ
を
保
険
会
杜
が
引
き
継
ぎ
簡
易
生
命
保
険
と
し
て
整
備
し
販
売
し
て

い
く
過
程
を
と
り
挙
げ
、
次
い
で
第
三
章
で
は
、
こ
の
展
開
過
程
で
生

じ
た
多
大
な
弊
害
と
、
そ
れ
に
対
置
さ
れ
て
き
た
国
営
化
の
試
み
に
っ

い
て
検
討
す
る
。

　
（
１
）
　
Ｈ
印
Ｈ
Ｈ
○
¢
ｏ
Ｈ
ｏ
ｑ
ｏ
く
．
〇
一
　
岬
９
　
＞
づ
声
ｏ
け
け
◎
ｏ
『
◎
く
－
ｑ
¢
｛
◎
ｈ
Ｈ
箏
己
ｏ
昌
『
・

　
　
　
彗
Ｏ
¢
嵩
巴
易
け
■
易
Ｏ
Ｏ
◎
｛
曽
＄
Ｈ
旨
Ｐ
箏
｛
｛
冒
亭
Ｏ
『
８
く
彗
饒
◎
目
彗
｛

（
２
）

○
自
↓
¢
◎
｛
０
ｏ
｛
ｏ
斤
づ
ｏ
ｏ
ｏ
の
ｐ
づ
Ｏ
｛
ｏ
『
Ｈ
づ
ｏ
ｏ
賞
『
～
箏
ｏ
¢
｝
胴
～
｛
づ
ｏ
ｏ
け
」
ｑ
目
¢
昌
〇
一
〇
＜
－
旨
ｏ
目
戸

彗
ら
寄
『
り
ｇ
昌
易
窃
庄
ｏ
昌
¢
目
邑
亭
ｏ
曇
９
名
称
に
示
さ
れ
た
よ
う

に
、
同
法
は
医
療
保
険
（
第
－
部
）
と
失
業
保
険
（
第
－
部
）
を
内
容

と
す
る
杜
会
保
険
の
創
設
を
規
定
し
た
。

　
Ｃ
Ｏ
◎
Ｏ
邑
Ｈ
易
旨
彗
８
彗
｛
≧
｝
Ｏ
｛
０
０
旨
ま
Ｏ
易
－
射
｛
◎
ユ
＆
げ
＜
Ｃ
０
守

オ
．
黒
葛
ユ
烏
９
岩
貞
ｏ
．
。
。
◎
一
山
田
雄
三
監
訳
『
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ

報
告
・
杜
会
保
険
お
よ
び
関
連
サ
ー
ビ
ス
』
、
至
誠
掌
　
一
九
六
九
年
、



　
　
四
四
ぺ
－
ジ
。

（
３
）
軍
甲
ｏ
亭
算
掌
二
き
巨
一
一
昌
亀
春
葦
二
箏
－
。
目
、
・
目
。
、
，

　
　
○
亮
ｇ
軍
岸
巴
三
Ｈ
ぎ
○
ユ
ｏ
ｑ
－
易
ｏ
｛
亭
Ｑ
ミ
ｏ
岸
胃
¢
○
ｏ
言
軍
■
冒
．

　
　
ら
◎
箏
一
　
］
Ｉ
ｏ
ｏ
ｇ
　
Ｏ
｝
～
Ｐ
　
Ｑ
．
　
オ
～
匡
ｏ
自
ｐ
－
申
¢
巴
け
プ
Ｈ
目
ｏ
ｏ
岸
Ｈ
９
づ
ｏ
¢
・

（
４
）
　
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
小
川
喜
一
『
イ
ギ
リ
ス
杜
会
政
策
史
論
』
、

　
　
有
斐
閣
、
一
九
六
一
年
、
同
『
イ
ギ
リ
ス
国
営
医
療
事
業
の
成
立
に
関

　
　
す
る
研
究
』
、
風
問
書
房
、
一
九
六
八
年
、
小
山
路
男
『
イ
ギ
リ
ス
救

　
　
貧
法
史
論
』
、
日
本
評
論
杜
、
一
九
六
二
年
、
同
『
西
洋
杜
会
事
業
史

　
　
論
』
、
光
生
館
、
一
九
七
八
年
、
樫
原
朗
『
イ
ギ
リ
ス
杜
会
保
障
の
史

　
　
的
研
究
１
』
、
法
律
文
化
杜
、
一
九
七
三
年
。

（
５
）
　
か
か
る
傾
向
は
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
杜
会
保
障
を
杜
会
保
障
お
よ
び

　
　
杜
会
政
策
の
発
達
史
の
典
型
と
し
て
概
説
し
た
研
究
に
顕
著
で
あ
る
。

　
　
例
え
ば
与
田
柾
『
杜
会
保
障
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
　
一
九
六
五
年
、

　
　
吉
田
秀
夫
『
杜
会
保
障
・
そ
の
理
論
・
歴
史
・
動
向
』
、
労
働
旬
報
杜
、

　
　
一
九
七
五
年
。

（
６
）
　
樫
原
氏
の
場
合
、
「
自
助
の
時
代
の
保
険
」
（
前
掲
書
第
七
章
）
と

　
　
し
て
、
友
愛
組
合
と
と
も
に
簡
易
生
命
保
険
を
対
象
と
さ
れ
、
か
つ
国

　
　
民
保
険
法
案
の
彩
成
過
程
に
、
お
い
て
も
、
そ
れ
の
果
し
た
役
割
に
つ
い

　
　
て
検
討
さ
れ
て
い
る
点
で
、
か
か
る
批
判
を
一
般
的
に
は
免
れ
う
る
内

　
　
容
を
有
し
て
い
る
。
た
だ
、
詳
細
た
分
析
に
も
拘
ら
ず
、
か
か
る
営
利

　
　
主
義
の
拡
大
と
そ
の
影
響
が
、
「
救
貧
法
」
体
制
か
ら
杜
会
保
険
へ
の

　
　
移
行
の
過
程
に
お
け
る
無
視
し
え
ぬ
重
要
な
特
徴
で
あ
る
と
い
う
評
価

　
　
が
必
ず
し
も
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
の
ち

　
　
に
「
認
可
組
合
」
の
分
析
に
、
お
い
て
、
簡
場
保
険
業
界
の
参
加
が
、
医

　
　
療
保
険
を
変
質
せ
し
め
た
、
と
の
重
要
た
指
摘
（
『
イ
ギ
リ
ス
杜
会
保

一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

（
７
））１（

障
の
史
的
研
究
１
』
、
法
律
文
化
杜
、
一
九
八
○
年
、
一
二
ニ
ベ
ー
ジ
）

を
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
時
期
の
現
実
か
ら
必
然
化
さ
れ
て

く
る
側
面
が
不
明
確
に
た
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
小
川
喜
一
氏
の
認
可
組
合
に
関
す
る
分
析
（
前
掲
書
の
ほ
か
に
、

「
イ
ギ
リ
ス
認
可
組
合
制
度
に
つ
い
て
－
杜
会
保
障
と
労
務
管
理
と
の

ゆ
着
の
考
察
の
た
め
に
」
大
阪
市
立
大
学
『
経
営
研
究
』
二
一
八
～
一

三
〇
合
併
号
、
　
一
九
七
四
年
三
月
、
同
編
著
『
「
健
康
保
険
法
」
成
立

史
』
大
阪
市
立
大
学
経
済
学
会
研
究
叢
書
四
、
一
九
七
四
年
）
は
、
樫

原
氏
の
分
析
と
と
も
に
、
現
在
の
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の

詳
細
な
制
度
分
析
は
踏
え
る
べ
き
成
果
で
あ
る
が
、
公
的
保
障
と
営
利

保
険
と
の
妥
協
・
共
存
と
い
う
側
面
は
、
な
お
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。

「
救
貧
法
」
体
制
下
の
貧
困
と

　
　
葬
儀
・
埋
葬
問
題

低
賃
金
層
の
貧
困
と
生
命
・
健
康
の
破
壌

　
一
九
世
紀
中
葉
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
世
界
に
先
が
げ

た
産
業
革
命
の
遂
行
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
工
業
独
占
を
基
礎
に
、
イ
ギ

リ
ス
資
本
主
義
史
上
、
最
も
巨
大
な
成
長
を
実
現
し
た
。
エ
ソ
ゲ
ル
ス

の
表
現
を
借
り
れ
ぱ
、
　
「
蒸
気
と
機
械
の
そ
れ
以
前
の
驚
く
べ
き
創
造

物
も
、
一
八
五
〇
年
か
ら
一
八
七
〇
年
ま
で
の
二
〇
年
間
の
お
び
た
だ

一
五
五
（
一
ニ
ハ
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
六
号
）

）００１＝年
１
３

１
９（移推の産生業工鉱表－第

品
を
製
械
）

８
６
０
７
５

鋼
機
む

３
一
７
一

２
・
９
・
１

１ 〇
一
３

鉄
（
含鋼

●

８
８
５
７
５

鉄

３
７
・

２
・
Ｌ
４
．

銑

１
２
３

炭

０
８
５
８
４

９
２
９
一

７
・
８
・

石

１

１

２

３

糸

４
１
０
８
５

１
１

Ｌ
７
・
９
．

島
系

２

２

４ ９
４

１

財

９
’
ｏ
７
２
０

費

９

５
Ｌ
５
２
．

消

１
２
３
４
５

財

５
３
１
７
３

産

６１
１

６
１

４
．
６
・

生

２

３

む含

’
ｏ
４
８
　
’
ｏ

０

産

を
４
一
〇
・

７
・
８
・
２
・

１

２

２

３

５

生

設

業
建
１

工鉱
を
く

６
ｏ
◎
３

３

４

全
設
ぞ
２
・

７
一
３
一

４
３
・

１
１
２
３
４

建
の

０
０
０
０
０
３
４
５
６
７

８
８
８
８
８
１
↓
　
１
■
一
　
１
↓
　
１
１
　
１
■

○

成作りよＢ
ｔｒａＰ４５ｅ１ｂａＴ叫

９
５一

〇
０

１
７

町
前ｕｄｎＩｈＳ

．
亘
．
ｎＢ，ｎａｍ丘

ＯＨＧｗ所
出）注

し
い
生
産
物
や
、
輸
出
入
額
、

資
本
家
の
手
に
蓄
積
さ
れ
た
富
、

大
都
市
に
集
中
さ
れ
た
人
間
労

働
力
の
ど
え
ら
い
数
字
に
く
ら

べ
る
と
、
ま
っ
た
く
影
の
う
す

　
　
　
　
　
　
（
１
）

い
も
の
と
な
っ
た
。
」

　
Ｗ
・
Ｇ
・
ホ
フ
マ
ソ
の
計
算

に
よ
れ
ぱ
、
第
－
表
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
二
〇
年
問
で
、

全
工
鉱
業
生
産
は
ほ
ぽ
倍
増

（
一
九
二
二
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、

二
三
・
三
か
ら
四
三
・
三
へ
）
を

遂
げ
、
な
か
で
も
石
炭
・
銑
鉄

・
鋼
な
ど
の
生
産
財
に
お
い
て
、

特
に
著
し
い
増
大
が
生
じ
た

（
石
炭
は
一
九
・
五
か
ら
三
八
・

四
へ
、
銑
鉄
・
鋼
は
一
二
・
五
か

ら
三
四
・
五
へ
そ
れ
ぞ
れ
増
大
）
。

産
業
革
命
以
来
全
産
業
を
主
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
（
一
一
七
〇
）

し
て
き
た
綿
業
に
お
い
て
も
、
高
い
水
準
の
成
長
が
み
ら
れ
、
綿
糸
生

産
は
、
二
七
・
○
か
ら
四
九
・
七
へ
増
大
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
輸
出

は
著
し
い
伸
び
を
示
し
、
主
要
品
目
の
輸
出
高
は
、
こ
の
期
間
に
、
軒

並
み
三
～
四
倍
の
増
加
を
遂
げ
（
第
２
表
）
、
ま
た
、
こ
う
し
た
工
業
の

著
し
い
成
長
ぶ
り
を
反
映
し
て
、
利
潤
は
、
一
八
六
二
～
七
二
年
の
一

〇
年
問
に
、
全
体
と
し
て
三
六
・
三
％
増
大
（
た
だ
し
課
税
利
潤
）
し
、

一
〇
〇
〇
ポ
ソ
ド
以
上
の
所
得
階
層
に
お
い
て
は
、
四
一
・
九
％
も
の

増
大
が
み
ら
れ
た
（
第
３
表
）
。

　
か
か
る
経
済
的
繁
栄
の
「
成
果
」
は
、
労
働
者
の
側
に
も
、
労
働
と

生
活
の
両
面
に
わ
た
っ
て
玩
わ
れ
た
。
個
六
の
側
面
を
分
析
す
る
に
先

だ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
労
働
者
状
態
の
一
般
的
な
特
徴
に
触
れ
て
お
こ

う
。
ま
ず
、
貨
幣
賃
金
は
、
Ｇ
・
Ｈ
・
ウ
ヅ
ド
の
計
算
に
よ
れ
ぱ
、
一

八
五
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、
一
八
七
〇
年
に
は
一
三
三
に
ま
で
上
昇

　
（
２
）

し
た
。
し
か
し
、
第
－
図
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
者
階
級
の
内

部
に
は
、
職
種
に
よ
っ
て
著
し
い
賃
金
の
格
差
が
一
貫
し
て
存
在
し
て

お
り
、
そ
の
格
差
は
、
こ
の
問
に
み
ら
れ
た
高
賃
金
部
分
の
相
対
的
に

高
い
賃
金
上
昇
に
よ
っ
て
、
縮
小
ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
拡
大
す
る
傾
向

を
み
せ
た
。
こ
う
し
た
賃
金
の
動
向
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
独
占
に
よ

る
利
益
が
き
わ
め
て
不
平
等
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
、
大
多
数
の
労
働
者
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要主表２第

！
！
１
－
ｉ

－
－
，
■
■
…
１
■
　
　
　
□
一
１
－
；
－
　
　
－

■
１
■

気
品

．

‘

－

－

－

一

’

電
製

一
”
＾

１

１

学
品

ｉ

化
製

一
讐
竈
鐵
む

１

１

１

１

革
品

４
３
４
４
７
８
１
９
４
９

皮
製

〇
一
〇
一
〇
一
〇
一
Ｌ
Ｌ
２
一
２
一
２
一
４
．

１
貨雑

一
ｕ
竈
竈
む
“１

１
１
－製

４
５
８
３
４
６
７
７
１
３

絹
品

〇
一
〇
一
〇
・
Ｌ
２
・
２
・
２
・
２
・
２
．
２
一
■

１

ｉ

製

７
１
１
８
６
５
８
６
２
５

麻
品

Ｌ
２
・
４
・
４
・
６
．
９
．
６
．
６
・
６
．
９

１

毛
品

６
９
８
０
７
７
６
５
２
６

羊
製

ユ
４
ユ
皿
五
狐
肌
肌
肌
江

１
品

　
　
　
１
５
４
７
３
０
４
６
４
８
９

製

血
皿
独
汎
肱
凡
凧
私
肌
岨

串
、

１

■

１

鉄
属

４
３
８
５
０
８
８
２
０
３

非
金

Ｌ
Ｌ
Ｌ
２
．
４
・
４
．
４
．
７
・
６
・
９

１
械機

－
讐
饒
心
…
舳

１

物
物

１
８
４
６
９
３
１
９
１
６
５

金
刃

〇
一
Ｌ
１
一
２
・
４
・
４
・
３
・
４
・
３
一
４
・

，
鋼

９
１
９
２
６
５
２
１
６
０

鉄

ひ
Ｌ
２
・
～
皿
凪
肌
糺
江
仏

，

１
炭

１
２
６
３
４
６
４
０
６
８

石

０
・
０
．
０
・
Ｌ
３
・
５
．
８
・
ｎ
汎
肌

１ＯＯＯ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
２
３
４
５
６
７
．
８
９
０
１
８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

１

１

・
。
　
＆

０
ｒ
　
　
よ

．
閑
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鴛
繊

こ
セ
鰭
よ

＆
Ｋ
孤
＆
労
以

し
工
Ｌ
し
る
レ

肘
片
箸

禦
蟻

町
。
見
・
ギ
ー
２

刺
町
工
肋
イ
第

助
剛
　
ｎ
半
」

は
助
鷲
驚

＠
は
の
ｗ
世
済

＠
。
＠
＠
。
・
ん
膿

＠
。
鵬
ぷ
驚

　
　
は
　
，
池
都

¢
　
＠
○
菊
京

玩
出）注

は
、
時
々
は
そ
の
分
げ
ま
え
に
あ
り
っ
い
た
が
、
そ
の
最
大
の
部
分
は

特
権
的
な
少
数
者
に
集
中
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
こ
そ
、

繁
栄
の
二
〇
年
問
に
生
じ
た
労
働
者
状
態
の
変
化
の
特
徴
が
現
わ
れ
て

い
た
。
即
ち
、
そ
の
特
徴
と
は
、
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

こ
の
時
期
に
、
労
働
者
の
状
態
は
「
一
時
的
に
は
改
善
さ
れ
、
労
働
者

大
衆
に
た
い
す
る
改
善
さ
え
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
改
善
は
、
お
お
ぜ



い
の
失
業
予
備
軍
の
流
入
や
、
新
式
の
機
械
に
よ
る
労
働
者
の
不
断
の

駆
逐
や
、
い
ま
で
も
ま
す
ま
す
機
械
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
る
農
業
労
働

老
の
〔
都
市
へ
の
〕
来
住
に
よ
っ
て
、
き
ま
っ
て
ま
た
も
と
の
水
準
に
も

ど
さ
れ
た
」
こ
と
、
そ
し
て
「
永
続
的
な
向
上
は
、
労
働
者
階
級
の
う

ち
の
二
っ
の
保
護
さ
れ
た
都
隊
（
比
較
的
合
理
的
た
標
準
活
動
目
が
適
用
さ

れ
た
工
場
労
働
者
と
大
労
働
組
合
　
　
引
用
者
）
に
し
か
見
い
だ
さ
れ
」
ず
、

労
働
者
の
大
多
数
は
、
　
「
貧
困
と
生
活
不
安
の
程
度
は
、
以
前
よ
り
さ

が
っ
て
は
い
な
い
に
し
て
も
、
い
ま
で
も
同
じ
よ
う
に
低
い
」
と
い
う

　
　
　
　
　
（
３
）

こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
労
働
者
の
大
多
数
を
占
め
た
か
か
る
不

安
定
な
低
賃
金
層
の
貧
困
状
態
と
は
、
具
体
的
に
は
い
か
た
る
も
の
で

あ
っ
た
か
。
以
下
、
そ
の
主
要
な
側
面
に
っ
い
て
分
析
し
よ
う
。

　
¢
　
労
働
強
化
に
よ
る
労
働
能
力
の
破
壌

　
さ
き
に
み
た
鉱
工
業
生
産
と
利
潤
の
著
し
い
増
大
は
、
生
産
設
備
の

大
観
模
な
拡
張
と
工
業
技
術
の
改
良
に
よ
る
生
産
能
力
の
顕
著
な
拡
大

を
基
礎
と
し
て
い
た
。
綿
工
業
に
お
い
て
は
、
　
「
白
動
体
系
の
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

一
時
代
を
開
く
も
の
」
と
な
っ
た
自
動
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
機
が
急
速
に
普

及
し
、
綿
工
業
の
蒸
気
力
に
よ
る
馬
力
数
は
、
一
八
五
〇
年
の
七
一
、

○
〇
五
馬
力
か
ら
、
　
一
八
六
一
年
に
は
二
八
一
、
六
六
三
馬
カ
ヘ
と
四

　
　
　
（
５
）

倍
化
し
た
。
鉄
鋼
業
に
は
、
転
炉
製
鋼
法
・
平
炉
製
鋼
法
の
発
明
に
よ

一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

る
「
製
鋼
革
命
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
八
五
七
年
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

八
六
六
年
の
間
に
一
〇
〇
基
の
熔
鉱
炉
が
建
設
さ
れ
、
一
高
炉
あ
た
り

の
生
産
高
も
一
八
四
五
年
に
は
週
産
二
一
〇
ト
ソ
で
あ
っ
た
も
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

一
八
六
五
年
に
は
四
五
〇
～
五
五
〇
ト
ソ
ヘ
と
四
～
五
倍
化
し
た
。
石

炭
業
に
お
い
て
も
、
一
八
四
七
～
五
七
年
に
五
六
〇
炭
坑
、
一
八
五
七

～
六
六
年
に
は
四
〇
〇
炭
坑
そ
れ
ぞ
れ
増
大
を
遂
げ
一
八
六
九
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

は
一
八
七
一
年
に
か
け
て
さ
ら
に
－
そ
の
数
は
二
五
％
増
加
し
た
。
ま
た

蒸
気
船
の
急
テ
ソ
ポ
な
建
設
に
よ
っ
て
、
一
八
五
二
～
六
二
年
の
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

年
間
で
、
石
炭
船
に
よ
る
石
炭
輸
送
量
は
一
〇
〇
倍
に
毛
な
っ
た
。
そ

し
て
、
一
八
六
五
～
七
五
年
に
か
げ
て
、
固
定
設
備
は
、
全
体
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

三
五
％
の
増
加
率
を
示
す
に
至
っ
た
。

　
こ
う
し
た
生
産
力
の
顕
著
な
拡
大
は
、
労
働
者
の
大
規
模
た
吸
引
と

反
発
を
繰
り
返
し
な
が
ら
の
労
働
老
数
の
相
対
的
減
少
、
激
し
い
労
働

強
化
等
を
伴
い
っ
っ
進
行
し
た
。
例
え
ぽ
綿
工
業
で
は
、
一
八
五
六
年

か
ら
一
八
六
一
年
ま
で
の
六
年
間
に
、
従
業
労
働
老
総
数
は
六
六
、
四

二
八
人
増
加
し
た
が
、
次
の
七
年
問
に
ー
は
五
〇
、
五
四
六
人
も
減
少
し

た
。
結
局
、
こ
の
二
一
年
間
で
は
、
紡
績
数
は
一
八
％
、
蒸
気
織
機
数

は
二
五
・
一
％
増
加
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
労
働
者
数
の
増
加
は
、
四
．

　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

七
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
生
産
が
高
め
ら
れ
た
が
ら
労
働
者
が
減
ら
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
（
一
一
七
三
）
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る
と
い
う
事
態
は
、
工
場
法
に
よ
る
労
働
日
の
規
制
に
よ
っ
て
一
層
促

進
さ
れ
た
。
機
械
の
速
度
が
早
め
ら
れ
、
同
じ
労
働
者
の
見
張
る
機
械

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
な
か
で
、
「
労
働
者
の
健
康
を
破
壊
す
る
よ
う

な
、
し
た
が
っ
て
労
働
力
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
よ
う
た
労
働
の
強

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

度
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
一
八
三
九
年
か
ら
一
八
六
二
年
の
間
に
、
綿

工
業
に
お
げ
る
紡
錘
の
速
度
は
、
一
分
問
で
ス
ロ
ツ
ス
ル
機
で
は
四
・

五
〇
〇
回
転
か
ら
五
、
○
○
○
回
転
に
、
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
で
は
五
、
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

○
○
回
転
か
ら
六
、
○
○
○
回
転
に
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
か
か
る
労

働
強
度
の
進
展
は
、
　
「
金
属
工
業
を
の
ぞ
げ
ば
、
ど
こ
で
も
少
年
労
働

者
（
一
八
才
未
満
）
や
女
子
や
子
供
が
工
業
従
業
員
中
の
非
常
に
優
勢
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

諸
要
素
を
た
し
て
い
る
」
も
と
で
は
、
一
段
と
強
め
ら
れ
た
か
た
ち
で
、

労
働
力
の
早
す
ぎ
る
消
耗
と
破
減
を
惹
起
せ
し
め
た
。

　
そ
れ
だ
げ
で
は
な
い
。
「
労
働
者
の
生
命
や
健
康
の
浪
費
を
、
彼
の

生
存
条
件
そ
の
も
の
の
圧
し
下
げ
を
、
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
の
う

ち
に
数
え
、
し
た
が
っ
て
ま
た
利
潤
率
を
高
く
す
る
た
め
の
手
段
の
う

　
　
　
　
（
１
５
）

ち
に
鼓
え
る
」
資
本
は
、
安
全
と
健
康
に
必
要
な
空
間
、
危
険
に
。
対
す

る
防
止
策
．
安
全
装
置
等
を
「
節
欲
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
手
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

腕
．
骨
．
足
．
頭
．
顔
な
ど
の
人
問
の
肢
体
の
お
き
ま
り
の
年
貢
」
ま

で
取
り
た
て
た
。
工
場
監
督
官
レ
ナ
ー
ド
・
ホ
ー
ナ
ー
氏
が
担
当
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
（
一
一
七
四
）

イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
工
業
中
心
地
で
は
、
一
八
五
八
年
五
月
か
ら
一
〇
月

の
あ
い
だ
に
、
九
四
三
人
（
一
目
平
均
約
五
人
）
も
の
労
働
者
が
死
傷
し

た
（
第
４
表
）
。
ま
た
異
常
な
密
集
と
不
完
全
な
換
気
装
置
に
よ
る
熱
気

．
不
純
な
空
気
は
、
乎
吸
器
病
の
非
常
な
増
加
や
機
能
障
害
を
多
発
さ

せ
、
過
度
労
働
に
よ
る
肉
体
の
衰
弱
と
相
侯
っ
て
、
生
命
と
健
康
の
破

壊
．
肉
体
的
退
化
へ
と
導
い
た
。
結
核
・
そ
の
他
の
肺
疾
患
に
よ
る
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

亡
は
、
工
業
地
域
で
は
農
業
地
方
の
倍
近
く
発
生
し
た
。
ま
た
、
締
織
－

物
工
場
で
働
く
児
童
の
発
育
は
、
農
業
地
域
の
児
童
に
比
し
て
著
し
く

立
ち
遅
れ
、
体
格
も
一
段
と
劣
っ
て
い
っ
た
（
第
５
表
）
。
工
場
は
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

さ
に
「
緩
和
さ
れ
た
徒
刑
場
」
で
あ
っ
た
。

　
工
場
法
の
適
用
が
遅
れ
た
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
・
家
内
労
働
の
分

野
で
は
、
過
度
労
働
が
長
時
問
労
働
に
よ
っ
て
一
層
促
進
さ
れ
、
そ
の

う
え
に
作
業
環
境
の
劣
悪
さ
が
重
っ
て
、
一
段
と
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
状
態

が
生
じ
た
。
そ
こ
で
は
、
　
「
い
っ
で
も
利
用
で
き
る
産
業
予
備
軍
が
ま

っ
た
く
組
織
的
に
大
量
に
培
養
さ
れ
て
、
そ
れ
が
、
一
年
の
あ
る
時
期

に
は
最
も
非
人
道
的
な
労
働
強
制
に
よ
っ
て
大
量
殺
害
さ
れ
、
他
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

期
に
は
仕
事
不
足
に
よ
っ
て
廃
物
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

　
金
属
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
に
お
げ
る
有
害
か
つ
過
重
な
労
働
へ
の

婦
人
．
少
年
労
働
の
使
用
（
黄
銅
鋳
造
物
・
ボ
タ
ソ
エ
場
、
瑳
郵
．
メ
ッ
キ
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傷
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手
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損
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右
左
一
一
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打
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か
か
の
の
と
踵
顔
・
傷
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手
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傷
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重
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６
２
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９
　
７
一
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０
　
　
７
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５
２
７
．
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長
身
１

３
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５
３
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０
０
０
０
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７
２
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長
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５
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４
趾
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３
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１
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１
９
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３
肌
肌

８
４
６

歳
ｕ
～
１
０

■
長
身
１

８
５
３
３
４
９
５
１

４
３
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５
６
４
７
４
３
４
３
り
＾
ｎ
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１
１
↓

鰺
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５
６
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５
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１
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～
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雅
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９
一
４
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１
３
１
■

２
６
３
６
５
６
５
６
１
↓
１
■
１
■
．
１
１

で
童
児
場
児
の
工
る
域
物
す
地
織
働
業
綿
労
農
童
Ａ
　
Ｂ

Ａ
ｉ
Ｂ
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段下入長身（段上レ但
○

す示を数童児た

ｍ
　
よ

ｅ
　
　
尤

ｒ
　
ｏ
と

ｍ
成
象

閃
作
対

Ｒ
り
査

副
よ
調

Ｃ凱
Ｘ
ｙ
Ｉ
ま

ｈＰ
１
Ｉ
直

ｅ
Ｖ
数

ｈＴ
．
の

，
１
１
端

的
Ｖ
左

帥
Ｌ
の

ｏ
ｂ
Ｖ
欄

Ｒ
１
ｅ
各

ｓ
ｂ
ｎ
り
）

簑
幡
Ｃ
７Ｑ
Ｕ
）

，
　
１
↓
　
１
■
・

所出注

一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

一
六
一
（
一
一
七
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
六
号
）

一
六
二
（
一

一
七
六
）

移推の口人るけおに
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９
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１
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１

１
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，
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，
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６

３
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６
７
５
４
７
６
９

８

０
４
５
９
０
８
５
４
０
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１

８
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１
１
１
１
１
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１
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８
８
８
４

３
５
１
４
７
１
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４
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２
９
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８
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移推の率比の人市都

上
以
市

８
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５
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６
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９
４
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市都要主
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一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
老
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

ニ
ハ
三
（
一
一
七
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
六
号
）

．
ラ
ヅ
ク
塗
り
作
業
）
、
新
聞
・
書
籍
印
刷
工
場
・
製
本
工
場
・
レ
ー
ス

製
造
・
婦
人
服
製
造
の
作
業
場
等
に
お
げ
る
、
無
政
府
的
な
非
人
問
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

・
集
中
的
過
度
労
働
の
強
制
と
過
密
・
有
害
・
危
険
な
作
業
環
境
は
、

無
条
件
に
、
婦
人
・
少
年
労
働
者
の
肉
体
的
・
精
神
的
破
壌
を
推
し
進

め
る
方
向
へ
作
用
し
た
。

　
　
　
都
市
に
お
げ
る
過
密
と
劣
悪
な
住
環
境

　
か
か
る
生
産
過
程
で
被
る
生
命
と
健
康
の
破
壌
的
作
用
は
、
生
活
過

程
に
お
げ
る
貧
困
状
態
に
よ
っ
て
加
遠
化
さ
れ
っ
っ
進
行
し
た
。
資
本

と
労
働
の
工
業
地
域
へ
の
集
中
は
、
産
業
革
命
期
に
出
現
し
た
工
業
都

市
を
さ
ら
に
１
巨
大
化
せ
し
め
（
第
６
表
）
、
ま
た
多
数
の
都
市
を
生
み
出

し
、
一
八
五
一
年
に
は
、
つ
い
に
、
都
市
の
人
口
が
総
人
口
の
過
半
数

を
占
め
る
に
至
っ
た
（
第
７
表
）
。
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
も
相
次

い
で
出
現
し
、
こ
と
に
、
、
一
八
五
一
年
か
ら
一
八
七
一
年
ま
で
の
問
に

は
、
九
都
市
か
ら
一
七
都
市
へ
と
倍
増
し
た
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
い

ず
れ
も
人
口
の
異
常
た
密
集
地
と
な
り
、
リ
バ
プ
ｉ
ル
・
バ
ー
ミ
ソ
ガ

ム
・
リ
ー
ズ
た
ど
で
は
、
一
人
あ
た
り
の
面
積
が
○
・
一
か
ら
○
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

工
ー
カ
ー
と
い
う
過
密
状
態
に
陥
っ
た
。

　
都
市
の
過
密
は
、
何
よ
り
も
、
住
居
の
不
足
と
そ
れ
に
よ
る
劣
悪
な

住
宅
事
情
を
も
た
ら
し
た
。
工
場
の
周
辺
に
は
粗
末
な
バ
ラ
ッ
ク
の
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
（
一
一
七
八
）

働
者
住
宅
が
ひ
し
め
き
、
そ
れ
ら
は
労
働
者
の
追
加
的
た
流
入
に
よ
っ

て
無
政
府
的
に
膨
張
さ
れ
、
巨
大
な
ス
ラ
ム
を
彩
成
し
た
。
背
中
合
わ

せ
の
長
屋
住
宅
の
形
態
を
特
徴
と
す
る
こ
れ
ら
の
家
屋
に
は
、
複
数
の

家
族
が
住
ん
で
い
る
こ
と
も
稀
で
は
た
か
っ
た
。
地
下
室
を
住
居
と
す

る
最
下
層
の
労
働
者
も
相
当
な
数
に
ー
の
ぽ
っ
た
。
地
下
室
は
、
一
段
と

狭
く
て
不
潔
で
あ
る
う
え
に
、
光
線
や
通
風
も
た
く
、
ま
さ
に
、
非
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

間
的
た
環
境
と
言
う
よ
り
他
た
か
っ
た
。
そ
の
う
え
、
都
市
で
は
、
開

発
、
鉄
道
・
道
賂
の
建
設
、
不
適
切
な
住
宅
の
破
壊
等
に
－
よ
っ
て
追
い

立
て
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
数
は
、
一
八
五
三
年
か
ら
一
八
七
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

年
ま
で
の
二
〇
年
問
に
、
一
〇
〇
万
人
に
の
ぽ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
度
に
、
労
働
者
は
益
々
狭
い
空
問
へ
押
し
込
め
ら
れ
、
土
地
騰
貴

と
無
数
の
仲
介
業
者
に
よ
る
搾
取
・
収
奪
を
う
げ
て
、
法
外
な
家
賃
の

負
担
を
強
要
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
ず
、
劣
悪
た
住

居
か
ら
抜
げ
出
せ
ぬ
ま
ま
、
多
大
な
辛
苦
に
喘
が
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
住
宅
の
不
足
と
そ
の
不
衛
生
た
状
態
か
ら
生
じ
る
都
市
生
活
の
劣
悪

さ
は
、
排
水
・
汚
物
の
処
理
・
給
水
等
の
生
活
基
盤
整
備
の
立
ち
遅
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
た
。
排
水
の
不
備
は
、
低
地
に
建
設
さ

れ
た
多
く
の
労
働
者
住
宅
を
、
降
雨
の
た
び
に
水
び
た
し
に
し
た
。
地

下
室
に
流
れ
込
ん
だ
雨
水
は
い
つ
ま
で
も
滞
留
し
て
湿
気
を
増
大
さ
せ
、



地
下
室
を
一
層
不
衛
生
な
状
態
に
し
た
。
便
所
ぱ
た
い
て
い
屋
外
の
共

同
使
用
で
、
し
か
も
人
口
に
比
し
て
数
は
少
な
く
、
子
供
た
ち
は
空
地

と
か
街
路
、
あ
る
い
は
河
川
で
用
を
足
す
の
が
常
で
あ
っ
た
。
屋
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

ト
イ
レ
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
上
層
の
住
民
に
限
ら
れ
た
。
給
水
施
設

の
整
備
を
前
提
と
す
る
水
洗
便
所
の
建
設
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
り
、

汚
物
の
多
く
は
、
川
へ
直
接
投
棄
さ
れ
る
か
、
ゴ
ミ
と
一
緒
に
処
理
さ

れ
た
た
め
、
河
川
の
汚
濁
・
住
宅
地
の
汚
染
・
悪
臭
は
避
げ
ら
れ
た
か

　
（
２
６
）
っ
た
。
生
存
に
不
可
欠
な
清
潔
な
水
の
確
保
は
河
川
の
汚
濁
に
よ
っ
て

危
機
的
た
状
態
に
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
水
道
管
に
よ
る
水

（
喜
＆
重
雪
）
は
高
価
で
、
貧
困
層
は
、
共
同
給
水
栓
に
よ
っ
て
断
続

的
に
利
用
し
え
た
に
ー
す
ぎ
な
い
。
給
水
は
、
給
水
会
杜
が
営
利
事
業
と

し
て
営
ん
だ
た
め
、
水
道
管
の
住
宅
内
へ
の
設
置
は
、
多
額
の
費
用
を

要
し
、
実
際
に
、
そ
れ
を
な
し
え
た
の
は
富
裕
な
階
層
に
限
ら
れ
た
。

貧
困
層
は
、
水
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は
、
上
述
し
た
共
同
給
水
桂
で

長
い
列
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
給
水
は
き
わ
め
て
不
十
分

で
、
容
易
に
ー
必
要
た
水
の
確
保
は
た
し
え
た
か
っ
た
。
例
え
ぱ
、
リ
バ

プ
ー
ル
で
は
、
一
八
六
〇
年
代
の
半
ぱ
で
さ
え
、
共
同
給
水
栓
に
よ
る

給
水
は
、
隔
目
で
し
か
も
一
目
平
均
六
～
八
時
問
し
か
行
た
わ
れ
た
か

　
（
２
７
）
っ
た
。
か
か
る
水
不
足
は
、
飲
料
水
の
問
題
だ
げ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
洗

　
　
　
　
一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

濯
や
入
浴
を
も
困
難
に
し
、
様
六
な
不
衛
生
・
不
健
康
な
状
態
の
素
地

を
な
し
て
い
た
。
一
八
五
三
年
の
第
二
次
コ
レ
ラ
大
流
行
と
コ
レ
ラ
が

飲
料
水
を
媒
介
と
し
て
い
る
と
の
考
え
が
広
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
給

水
施
設
の
整
備
が
あ
る
程
度
進
展
し
た
。
し
か
し
、
リ
バ
プ
ー
ル
の
例

に
み
る
よ
う
に
、
た
お
十
分
な
水
の
供
給
を
確
保
し
う
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
下
水
道
の
整
備
も
、
徐
々
に
進
ん
だ
が
、
粗
末
た
材
料
に
ょ

る
欠
陥
品
が
多
く
、
う
ま
く
流
れ
た
か
っ
た
り
、
す
ぐ
に
破
損
す
る
な

ど
、
そ
の
水
準
は
け
っ
し
て
高
い
も
の
で
は
た
く
、
一
八
九
〇
年
で
さ

え
、
ロ
ソ
ド
ソ
の
配
管
、
下
水
で
欠
陥
が
な
か
っ
た
の
は
一
％
に
す
ぎ

　
　
　
（
２
８
）

な
か
っ
た
。

　
都
市
に
お
け
る
豚
小
屋
・
畜
殺
場
の
存
在
も
、
不
衛
生
な
環
境
の
無

視
で
き
ぬ
要
因
で
あ
っ
た
。
居
住
地
で
豚
を
飼
育
す
る
習
慣
は
、
ア
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

ル
ラ
ソ
ド
人
が
も
ち
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
移

住
民
の
中
心
地
で
あ
る
パ
イ
プ
ウ
ェ
ル
ゲ
ー
ト
（
艮
肩
秦
后
箒
）
で
は
、

一
八
四
三
年
に
、
二
、
○
○
○
人
の
住
民
に
対
し
て
、
ト
イ
レ
は
三
ケ

所
、
多
数
の
豚
小
屋
と
一
八
一
の
臓
脆
屋
（
ま
ｏ
＄
巨
ｏ
）
、
三
一
の
畜

殺
場
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
バ
ー
ミ
ソ
ガ
ム
に
近
い
ダ
ド
レ
ー
の
ｏ
ｏ
け

声
己
８
ミ
、
。
。
｛
淳
ユ
ｇ
に
あ
る
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ズ
（
厚
｛
冒
易
ｏ
）
で
は
、

リ
ス
ペ
ク
タ
ブ
ル
な
住
民
や
小
売
商
で
さ
え
豚
を
飼
っ
て
お
り
、
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
五
（
一
一
七
九
）



　
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
六
号
）

　
保
健
局
の
飼
育
禁
止
の
動
き
も
市
民
の
反
抗
に
あ
っ
て
封
じ
ら
れ
た
ほ

　
　
　
　
　
（
３
０
）

　
ど
で
あ
っ
た
。
家
畜
が
運
ぶ
病
原
菌
が
疫
病
を
発
生
さ
せ
る
だ
げ
で
な

　
く
、
排
水
の
悪
い
都
市
で
は
、
汚
水
が
十
分
に
処
理
さ
れ
ず
、
悪
臭
と

　
と
も
に
、
住
宅
地
を
一
層
不
潔
た
状
態
に
陥
れ
た
。

　
　
＠
　
食
料
品
と
食
生
活
間
題

　
　
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ァ
中
期
の
労
働
者
生
活
が
改
善
・
向
上
を
遂
げ
た
根
拠

　
と
し
て
し
ぱ
し
ぱ
指
摘
さ
れ
る
消
費
物
資
の
増
大
は
、
否
定
し
が
た

　
い
事
実
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
ま
た
看
過
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
低

　
賃
金
の
下
層
労
働
者
た
ち
が
実
際
に
手
に
し
え
た
も
の
の
多
く
は
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

　
純
不
良
の
商
品
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
食
料
品
に

　
つ
い
て
み
よ
う
。

　
　
主
食
の
パ
ソ
は
、
じ
つ
に
多
様
た
質
の
も
の
が
出
ま
わ
っ
た
。
廉
価

　
た
バ
ソ
は
、
普
通
の
バ
ソ
よ
り
水
分
が
多
く
、
そ
の
う
え
米
の
粉
が
混

　
ぜ
ら
れ
た
り
、
ひ
ど
い
も
の
は
お
が
く
ず
（
ｏ
。
彗
ｏ
邑
）
を
混
ぜ
て
製
パ

　
　
　
　
（
３
２
）

　
ソ
さ
れ
た
。
し
か
も
、
漂
白
の
た
め
に
ミ
ョ
ウ
バ
ソ
が
混
ぜ
ら
れ
る
こ

　
と
も
例
外
で
は
次
か
っ
た
。
製
パ
ソ
炉
は
、
大
低
、
地
下
室
に
置
か
れ
、

　
高
温
・
不
潔
な
状
態
の
も
と
で
製
造
さ
れ
た
。
バ
ソ
の
不
純
製
造
は
、

　
一
八
五
五
年
、
下
院
特
別
委
員
会
が
取
り
挙
げ
る
と
こ
ろ
と
た
り
、
一

八
　
六
〇
年
に
は
「
飲
食
料
品
不
純
製
造
防
止
の
た
め
の
」
法
律
が
っ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六
（
一
一
八
○
）

ら
れ
た
が
、
　
「
ソ
フ
ィ
ス
ト
的
ご
ま
か
し
」
の
ま
え
に
効
果
を
あ
げ
え

　
　
　
（
３
３
）

な
か
っ
た
。
機
械
に
よ
る
製
バ
ソ
が
一
八
五
〇
年
代
に
は
じ
ま
り
、
均

一
の
よ
り
良
質
の
パ
ソ
を
購
買
し
う
る
機
会
は
拡
大
し
た
が
、
水
分
の

多
い
劣
悪
た
パ
ソ
は
、
二
〇
世
紀
ま
で
残
存
し
続
げ
た
。
有
害
物
質
を

含
む
「
ご
ま
か
し
製
造
」
は
、
多
く
の
食
料
品
に
及
ん
だ
。
安
価
た
お

茶
に
は
、
し
ぱ
し
ぱ
サ
ソ
ザ
シ
や
こ
し
の
葉
と
か
様
々
た
乾
燥
葉
が
混

ぜ
ら
れ
て
い
た
し
、
銅
塩
（
８
暑
Ｏ
二
津
）
で
着
色
さ
れ
た
漬
げ
物
、
炭

酸
銅
（
８
署
實
Ｓ
き
９
箒
）
で
着
色
さ
れ
た
菓
子
、
汚
染
し
た
水
で
薄

め
ら
れ
防
腐
剤
と
し
て
フ
ォ
ル
マ
リ
ソ
や
ホ
ウ
酸
を
使
用
し
た
ミ
ル
ク
、

く
ず
粉
・
で
ん
ぷ
ん
・
多
量
の
塩
を
混
ぜ
た
バ
タ
ー
等
々
、
安
価
な
商

品
で
あ
れ
ぱ
あ
る
ほ
ど
、
不
純
度
は
高
ま
っ
た
。
本
格
的
た
食
料
品
の

販
売
観
制
は
、
　
一
八
七
五
年
の
「
食
品
及
び
医
薬
品
販
売
規
制
法
」

（
弓
ざ
ｃ
。
昏
◎
｛
司
◎
己
彗
｛
冒
長
＞
３
ま
で
待
た
ね
ぱ
な
ら
た
か
っ
た
。

　
肉
類
は
、
下
層
の
労
働
者
に
は
依
然
「
高
嶺
の
花
」
で
あ
っ
た
が
、

べ
ー
コ
ソ
は
広
く
普
及
し
た
肉
類
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
油
身
が
黄
色

に
な
り
臭
い
が
し
は
じ
め
る
と
安
く
た
り
、
黒
い
斑
点
が
出
る
と
も
っ

と
安
く
た
っ
た
。
ま
た
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
畜
殺
す
る
時
点
で
の

肉
の
質
を
規
制
す
る
有
効
な
法
律
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
不
良
た

肉
が
大
量
に
出
ま
わ
っ
た
。
そ
の
典
型
は
病
死
し
た
動
物
の
肉
に
み
ら
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Ｆ
ｏ
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１

り
Ｏ
Ｑ
ｕ

（
Ｏ
ｑ
ｕ

２
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０
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４９９
１
８◎

１７８９＠

４８８６＠

４３７１

０８５３＠

２４６７＠

７６０５＠

２８６

２６９１＠

７００２＠

８１６

５
９
３＠

（
Ｕ
ｎ
６

［
０
　
Ｑ
リ

６
　
ｏ
Ｊ
２＠
＠

３１５８７１

６５８４２

５８２２２

５３９６１

５０２２１

１８９８

８０８１１

６０７７

９４３８

９６５９

１１８３

０３２４

４９９４

０２８２

１
■
　
’
Ｏ

（
）
０

り
ん
Ｏ

（
０
　
１
↓

９２１１８１

０４０５２

１９５４２

６０１６ユ

７６０１１

７２３８

６２８１１

０１６７

２１０５１

２９８５

！５２４

６５７４

３６８３

２５０３

４
０

Ｑ
Ｕ
７

７
‘
ｑ
）

６

　
）
　
　
　
）
　
　
）
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）

４
　
９
９
３
２
５
６
０
９
３
３
５
９
２
６
３
１
９
８
５
３
０
３
８
３
６
６
２
２

７
８
７
６
４
・
映
３
・
７
１
０
・
５
８
６
・
７
８
５
・
２
０
４
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４
４
・
９
１
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・
２
５
３
・
８
７
２
・
８
１
２
・
８
０
２
・
６
９
Ｌ
１
６
０
０

，
　
　
，
１
■
　
，
１
■
　
　
，
１
↓
　
，
（
　
　
，
（
　
　
，
（
　
　
，
（
　
　
，
（
　
　
’
（
　
　
，
（
　
　
，
（
　
　
，
（
　
　
，
（
　
　
，
　
，

６
　
４
（
１
（
７
（
１
　
　
８
　
　
８
　
　
７
　
　
６
　
　
６
　
　
３
　
　
３
　
　
３
　
　
２
　
　
６
１

６
　
　
０
６
　
　
２
　
　
１
　
　
１
１

１
◎
　
＠
　
＠
＠
＠
＠
　
＠
＠
＠
＠
＠

数
げ
弱
炎
炎
か

　
つ
　
き　
ひ
衰
　
支

　
　
　
　
　
し

　
ん
全
　
管

　
れ
不

　
い
育

総
け
発
肺
気
は

き
死
痢
熱
　
　
膜

　
　
　
　
　
問

ぜ

　
　
　
　
　
腸

　
産
　
　
紅
歯

目
　
　
　
　
　
性

　
　
　
　
　
弱

百
早
下
狸
　
　
衰

頭
核

喉性腹偽
結

プヅルク
炎
肺

腫
足
不
クル

水
ミ

ソ

ｖ
凶
。
、

日
月
　
／

　
　
　
れ
た
。
動
物
の
病
気
が
流
行

Ｓ
　
の

醐
　
そ

・
　
は
　
　
　
し
た
後
に
は
、
肉
が
安
価
で

ｅＣ
　
字

比
　
臓
　
　
　
販
売
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

　
端
　
　
（
３
４
）

・
ｆ
　
左
　
　
　
る
。
一
八
五
七
年
に
「
疫
病

　
（

Ｓ

ｅ
　
成

北
　
作
　
　
　
肉
の
販
売
観
制
法
案
」
（
ト

ｒ

ｕ
　
て

舳
げ
　
　
じ
Ｕ
旨
ざ
Ｏ
◎
等
◎
；
ぎ
。
・
ま
◎
－

ｎ
　
挙

１
　
ら

刮
　
か
　
　
　
ｏ
落
易
＆
昌
翌
）
が
提
出
さ
れ

ｇ
　
位

ｅ

　
上

Ａ
。
て
。
。
　
た
が
、
疫
病
が
生
じ
る
や
、

成
い
い
る

岬
旨
仙
た
ち
ま
ち
投
げ
出
さ
れ
て
し

舳
よ
因
致
し

け
１
Ｘ
慨
、
ト
砺
　
ま
つ
た
。
一
八
六
二
年
一
一

蝋
撰
叢
月
の
第
一
週
に
、
ロ
ソ
ド
ソ

○
　
る
総
る

燃
鐵
の
査
察
官
は
、
甲
五
、

ｈ
５
，
年
の
数
　
ポ
ソ
ド
の
肉
と
七
三
頭
の
猟

ｎ
８
６
６
０
そ
総

○
ユ
８
　
　
ま

，
１
伽
－
樹
　
鳥
・
家
禽
を
没
収
し
た
。
一

潔
膿
八
六
五
年
迂
疫
病
流
行

一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

ｍ
　
５
し
コ

肪
｝
は
）
ツ
　
の
期
問
、
市
場
は
肉
で
あ
ふ

ｕ
ふ
表
位
カ

ｗ
し
贋

，
エ
ー
）
川
２
）
　
れ
た
が
、
一
一
月
に
は
、
一

所出
　
　
　
　
　
週
問
で
九
、
○
○
○
ポ
ソ
ド

削
　
　
　
以
上
の
肉
と
一
二
八
の
牛
の

　
一
六
七
（
一
一
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
六
号
）

　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

枝
肉
が
没
収
さ
れ
た
。

　
か
か
る
不
良
・
有
害
な
食
料
品
の
流
通
は
、
そ
れ
ら
の
主
要
な
購
買

者
で
あ
る
下
層
の
労
働
老
の
う
ち
に
、
食
中
毒
や
流
行
病
を
多
発
さ
せ

る
と
と
も
に
、
食
物
の
量
的
不
足
と
相
倹
っ
て
、
栄
養
不
良
を
惹
起
せ

し
め
た
。
そ
の
犠
牲
を
集
中
的
に
被
っ
た
の
が
、
低
抗
力
の
な
い
児
童

・
幼
児
た
ち
で
あ
っ
た
。
第
８
表
は
、
五
歳
以
下
と
一
歳
以
下
の
子
供

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
吋
刺
成

製
　
　
　
　
　
　
　
一
蝶

　
ヒ
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
ｑ
ａ
．

耐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甑
黒

率
１
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
。
的
削

　
亡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
｛
Ｍ
肋

鶯
　
　
　
　
　
　
　
晦
繋

　
　
総
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
ｅ
，
１

　
域
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ｒ
・
，

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
肋
ｍ

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吋
慧
曲

工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汕
映
且
Ｒ

　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耐
比
ｄ
町

域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
鷺
曲

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砧
肺
州
曲

　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ｄ
ｗ
ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ
ｅ
ｅ
Ｏ

農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肚
曲
砒
ぴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胎
伽
Ｐ
吸

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ん
Ａ

９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
既
ｆ

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

８

８

５６

９

１

～

２

２

１

「
丁

６

５

８１

２

６
６
０
６

１

２

２
２
３
３
３

２
４
１
０
２

２
２
２
２
２
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～

２
■

７
８
８
３
１

２

２
２
２
３
３

２
４
１
２
２

１

２

２
２
２
２
２

５８１０５
～

３

６
９
０
６
ｏ
ｏ

２

２
２
３
３
３

１
↓
Ｆ
ｏ
２
３
４

１４

２

２
２
２
２
２

８１
ｄ
ｓ
魏

ｍ
ａ
　
　
　
ｒ
ｈ
　
　
　
ｅ
娩
－
鴛
瓢
眺
鴛

ｒ

血
Ｗ
ａ１ｇｎＥ

撚
狐

工
業
地
域

農
業
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
（
一
一
八
二
）

た
ち
の
死
因
を
調
査
し
た
も
の
だ
が
、
多
く
の
流
行
病
と
と
も
に
「
げ

い
れ
ん
・
ひ
き
っ
げ
」
、
　
「
発
育
不
全
・
衰
弱
」
、
　
「
パ
ソ
・
ミ
ル
ク
不

足
」
な
ど
、
食
生
活
の
貧
困
さ
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
死
亡
が
多
数

見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
＠
　
諸
結
果
　
　
高
い
死
亡
率
と
急
速
な
世
代
の
交
替

　
労
働
者
生
活
の
全
過
程
を
取
り
ま
く
生
命
と
健
康
の
破
壌
・
肉
体
的

退
化
を
促
す
諾
要
因
は
、
そ
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
短
い
寿
命
と
高

¢較比の率亡死の域地業工と域地業農表
１
０第

）りたあ人
ｏ
００１
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－
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↓
１
■
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含
一
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ｒ
匁
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業

伽
業

ｎ
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ｈ
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○

成作りよｎＶ
１
ｅｂａＴ，む

・
１
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●

い
死
亡
率
、
世
代
の
急
速
た
交
替
を
も
た
ら
し
た
。
一
、
○
○
○
人
あ

た
り
の
死
亡
者
数
を
工
業
地
域
と
農
業
地
域
の
主
要
都
市
に
つ
い
て
み

た
第
９
表
は
、
前
者
の
高
い
死
亡
率
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
も
、
工
業
地
域
の
中
心
地
リ
バ
プ
ー
ル
、
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
、
リ

ｉ
ズ
は
群
を
抜
く
高
い
死
亡
率
を
示
し
て
い
る
。
児
童
．
幼
児
の
死
亡

率
の
場
合
に
は
、
両
老
の
格
差
は
一
段
と
際
立
っ
て
く
る
。
第
１
０
表
は
、

同
じ
く
両
地
域
　
　
農
業
地
域
は
異
な
る
が
　
　
に
お
け
る
一
、
○
○

○
人
あ
た
り
の
死
亡
者
数
を
五
歳
以
下
に
つ
い
て
み
た
も
の
だ
が
、
工

業
地
域
で
は
、
農
業
地
域
の
三
倍
か
ら
四
倍
の
数
値
を
示
し
、
軒
並
み

一
〇
〇
人
以
上
　
　
し
た
が
っ
て
一
〇
人
に
一
人
以
上
　
　
と
い
う
異

常
な
高
水
準
に
の
ぽ
っ
て
い
る
。

　
児
童
・
幼
児
の
こ
の
高
い
死
亡
率
は
、
生
活
過
程
に
お
げ
る
生
命
と

健
康
の
破
壊
の
進
行
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
婦
人
が
就

業
せ
ざ
る
を
え
た
く
た
っ
た
都
市
労
働
者
家
族
の
生
活
構
造
が
子
供
た

ち
に
い
か
に
深
刻
た
影
響
を
与
え
た
か
、
と
い
う
点
の
端
適
な
表
現
で

も
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
事
実
に
注
目
し
て
、
次
の
よ
う
に
指

摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
地
方
的
た
事
情
は
別
に
し
て
、
（
幼
児
の

　
　
引
用
者
）
こ
の
高
い
死
亡
率
の
原
因
は
、
特
に
母
親
の
家
庭
外
就

業
、
そ
れ
に
起
因
す
る
子
供
の
放
任
と
虐
待
、
こ
と
に
不
適
切
た
食
物
、

率業従子女
●

人婦のりたあ人
ｏ
ｏ川

１
０表ｕ第

）ズルーエウ
●

ドソ
一
フ
グソイ（

上以歳
１
０

～歳
６
５歳

６
５

～
４
５歳

４
５

～
２
５歳

２
５

～
１
５歳

１
５

～
１
０

６６４３

）

ｏ
ｏ
２

６
０
１
４

３
，
十
　
（

）

５
８
５
０

６
＋
３
（

０５２２

）

０
０

５
２
２
７

２
，
十
　
（

）

９
３
７
３

５
＋
（
ｚ
（

９３６２

）

「
０
’
０

７
９
１
５

２
，
十
　
（

）

７
‘
ｎ
６

９
２
１
３

２
，
十

（

８７０３

）

６
８
９
０

１
＋

Ｑ
，
ｕ
（

）

５
５
１
３

１
一３
（

２５６５

）

（
ｏ
４

９
３
２
８

５
，
十
　
（

）

ｏ
Ｕ
７

１
２
１
８

６
，
十

（

８４１２
６
２
）

１
４
一
ム
（

）

２
０
２
６

１
一２
（

一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
老
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

１５８１

１６８１

１７８１

’
１
　
’
工
　
　
　
，

ｏ
ｏ
９
８

ｎ
お
１
８

０
　
Ｃ

ｈ
　
ｅ
Ｌ

ｓ
ａ
丘
Ｘ

１
ｉ
Ｅ
Ｌ

．
廿
ｄ
　
・

Ｕ
狐
＆

ｄ
　
、

狐
耐
見

　
蛇
工

。
・
肱
，

砒
ｅ
ｅ
。

脆
血
ｍ

・
。
。
・
Ｗ

ｅ
ｇ
ｏ
ｆ

ｈ
　
ｎ

Ｔ
．
ｎ
航

　
ａ
　
ｅ
・
ｅ
ｍ

飢
ｂ
ｙ

ｕ
　
Ｓ
　
Ｏ

０
１
Ｃ
卸
　
。

Ｃ
曲
ｍ
成

Ｌ
痂
Ｅ
作

　
砒
引
り

ｋ
　
．
ｎ
よ

鴛
寡

バ
欄
Ｍ
〃

蜥削

食
物
の
不
足
、
阿
片
剤
を

の
ま
せ
る
こ
と
た
ど
で
あ

り
、
そ
の
う
え
に
、
自
分

の
子
供
に
対
す
る
母
親
の

不
自
然
た
疎
隔
。
そ
の
結

果
と
し
て
わ
ざ
と
食
物
を

あ
て
が
わ
た
か
っ
た
り
有

毒
物
を
与
え
た
り
す
る
こ

と
が
加
わ
る
。
」
さ
ら
に
、

「
と
き
に
は
－
…
・
直
接
に

手
を
下
し
て
子
供
の
死
を

確
実
に
す
る
こ
と
さ
え
あ

（
３
６
）

る
。
」一

九
世
紀
中
葉
に
は
、
繊

維
産
業
・
家
内
工
業
・
家
政
掃
等
を
中
心
に
、
掃
女
子
の
広
範
な
家
庭

外
就
業
が
み
ら
れ
、
そ
の
比
率
は
一
〇
歳
以
上
の
全
掃
女
子
の
三
割
以

上
、
一
五
歳
か
ら
二
〇
歳
で
は
五
割
か
ら
六
割
に
も
達
し
て
い
る
（
第

ｕ
表
）
。
婦
人
の
従
業
率
と
幼
児
の
死
亡
率
の
関
連
を
み
た
第
１
２
表
は
、

一
九
世
紀
末
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
両
老
の
あ
い
だ
に
相
関
関
係
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
九
（
二
八
三
）
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挫
昨
ｚ

い
噂
。
。

生
鶴

牌

１８１

７７１

０８１

７７１

５７１

５７１

者
亡
年

死
９
３

下
～

以
８
９

歳
１
８

１
１

７３１，４

５９６４

２３２５２

３８６６４

１７０１１

８８８７２

５５３８２

７５２４

　
年

数
９
３

生
～

出
８
９

　
１
８

６１００２

４７２９１

　
９
　
５
　
２
　
９
　
３
　
１

｝ 　
５
　
７
　
３
　
４
　
６
　
２

｝ ９７４１６
　
１
　
２
　
２
　
７
　
５
　
１

｝ 　
９
　
８
　
６
　
１
　
６
　
１

｝ ４７３４２

市都

ｎｒｕｂｋＣａ１Ｂ

ｎＯｔＳｅｒＰ

　
　
　
　
豊

駄
紳
鮒
。
ｎ
一

Ｂ
Ｏ
．
ｔ
・
｛
別
わ
　
ｕ
お
　
ｔ
・
丘

激
轡
鰍
欝

率
業
年

従
９
１

人
１
８婦

　
％
劣
％

上
６
０
５
５
５
０

以
～
一
一

％
劣
％
劣

０
　
　
５
　
　
０
　
　
５

６
　
５
　
５
　
４

劣
４
５
～劣

４
０

％
劣

４
０
３
５

～
　
一

％
％

３
５
３
０

劣
３
０
～％

２
５

下以％
２
５

０

用引りよ２
２
３叫

，ｄ肘

●
１
■
－

，ｔｅ１
Ｏ
ｌＣ且ｋ帥ｑ

，

所出）注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
（
一
一
八
四
）

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
従
業
率
が
過
半
数
を
越
え
る
ブ
ラ
ヅ
ク
バ
ー

ソ
、
プ
レ
ス
ト
ソ
と
二
五
劣
以
下
の
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
で
は
、
一
歳
以

下
の
幼
児
の
死
亡
率
は
、
一
、
○
○
○
人
あ
た
り
の
数
値
で
三
〇
人
か

ら
七
〇
人
も
の
差
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
３
７
）

　
阿
片
の
浸
透
は
、
こ
の
時
期
の
杜
会
生
活
に
お
げ
る
最
も
病
的
た
側

面
を
示
す
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
貧
困
と
生
活
苦
に
喘
ぐ
下
層
の

労
働
者
た
ち
が
求
め
た
刹
那
の
「
享
楽
」
で
も
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、

か
か
る
有
害
な
消
費
生
活
が
、
幼
児
を
も
広
く
巻
き
こ
ん
で
い
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

こ
ろ
に
、
事
態
の
特
別
た
深
刻
さ
が
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ぱ
た
ら
た
い
。

　
以
上
み
た
都
市
の
労
働
者
、
と
り
わ
げ
貧
困
な
低
賃
金
層
の
生
命
と

健
康
の
破
壊
・
肉
体
的
退
化
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
短
い
寿
命
と
高
い

死
亡
率
は
、
か
れ
ら
に
、
生
命
と
生
活
の
不
安
定
さ
を
い
や
が
う
え
に

も
意
識
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
こ
と
に
、
家
計
維
持
者
の
死
と

労
働
能
力
の
喪
失
は
、
直
ち
に
家
族
全
員
を
貧
困
の
泥
沼
へ
転
落
さ
せ
、

あ
の
忌
し
い
救
貧
院
入
り
を
覚
悟
せ
ね
ぱ
た
ら
た
か
っ
た
だ
げ
に
、
死

を
ふ
く
む
不
慮
の
事
故
に
対
す
る
何
某
か
の
傭
え
を
有
す
る
こ
と
は
、

切
実
な
要
求
で
あ
っ
た
。
労
働
者
の
か
か
る
目
常
的
不
安
を
一
層
掻
き

立
て
、
貯
蓄
の
準
傭
を
急
が
せ
た
の
は
、
葬
儀
・
埋
葬
サ
ー
ビ
ス
の
確



保
と
そ
の
費
用
負
担
を
め
ぐ
る
由
六
し
き
事
態
の
進
行
で
あ
っ
た
。

　
似
　
都
市
に
お
け
る
葬
儀
・

　
　
　
　
　
　
　
埋
葬
問
題
の
深
刻
化

　
死
者
に
対
す
る
葬
儀
・
埋
葬
は
、
人
類
史
上
、
最
も
普
遍
的
に
認
め

ら
れ
る
共
同
行
為
の
ひ
と
っ
で
あ
る
が
、
鰺
し
い
数
の
死
者
を
生
み
出

し
た
工
業
都
市
で
は
、
葬
儀
・
埋
葬
の
件
数
が
多
数
に
の
ぽ
り
、
そ
の

処
理
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な
事
態
が
発
生
し
て
き
て
い
た
。
こ
の
都
市
に

お
げ
る
埋
葬
問
題
に
注
目
し
、
最
初
に
－
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
の

は
、
Ｅ
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ヅ
ク
で
あ
っ
た
。

　
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
は
、
　
『
公
衆
衛
生
報
告
書
』
を
提
出
し
た
翌
年
、

す
た
わ
ち
一
八
四
三
年
に
、
同
報
告
書
の
補
足
報
告
と
し
て
「
都
市
に

お
げ
る
葬
埋
に
関
す
る
報
告
書
」
（
ト
。
。
毫
り
一
彗
邑
葛
内
８
◎
ユ
。
二
ざ

Ｈ
馨
岸
。
｛
・
。
。
君
・
庁
二
篶
己
｛
孝
・
薫
市
§
ま
・
・
二
幕
§
彗
二
箏

↓
◎
ミ
易
）
を
公
に
し
、
ロ
ソ
ド
ソ
を
中
心
と
し
た
都
市
に
－
お
げ
る
埋
葬
の

実
態
を
、
そ
れ
以
前
の
ど
ん
な
調
査
よ
り
も
広
範
囲
に
、
し
か
も
一
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

掘
り
下
げ
た
調
査
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

　
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ヅ
ク
の
課
題
は
、
何
よ
り
も
埋
葬
お
よ
び
住
居
に
隣
接

す
る
墓
地
が
公
衆
衛
生
の
状
態
に
い
か
に
否
定
的
な
作
用
を
及
ぼ
し
て

　
　
　
　
一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
が
、
ま
ず
、
彼
の

目
を
提
え
た
の
は
、
少
た
か
ら
ぬ
貧
困
な
労
働
者
家
族
に
お
い
て
、
死

者
が
埋
葬
さ
れ
る
ま
で
に
。
、
一
週
問
あ
ま
り
も
家
庭
内
に
留
置
さ
れ
て

い
る
と
い
う
驚
く
べ
き
実
態
で
あ
っ
た
。
医
師
や
検
死
官
（
８
８
完
Ｈ
）
な

ど
、
直
接
に
死
者
お
よ
び
遺
族
に
接
し
て
い
る
者
た
ち
の
多
く
が
、
か

か
る
埋
葬
の
遅
延
が
生
じ
る
最
大
の
要
因
は
、
葬
儀
・
埋
葬
費
が
即
座

に
１
は
調
達
し
え
な
い
ほ
ど
高
額
に
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
こ
と
を
指
摘

　
（
４
０
）

し
た
。
報
告
書
は
、
当
時
の
ロ
ソ
ド
ソ
に
お
げ
る
葬
儀
・
埋
葬
料
（
埋

葬
税
重
”
；
毒
を
含
む
）
を
各
階
層
別
の
平
均
値
と
し
て
示
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
地
主
そ
の
他
の
上
流
階
級
、
　
一
〇
〇
ポ
ソ
ド

（
小
供
三
〇
ポ
ソ
ド
）
、
商
人
上
層
、
五
〇
ポ
ソ
ド
（
一
四
ポ
ソ
ド
）
、
商
人

下
層
そ
の
他
二
七
ポ
ソ
ド
一
〇
シ
リ
ソ
グ
（
七
ポ
ソ
ド
一
五
シ
リ
ソ
グ
）
、

職
人
層
五
ポ
ソ
ド
（
一
ポ
ソ
ド
一
〇
シ
リ
ソ
グ
）
、
受
救
貧
民
一
三
シ
リ
ソ

　
　
　
　
（
４
１
）

グ
、
で
あ
り
、
莚
言
は
下
層
を
含
め
た
労
働
老
家
族
の
場
合
に
も
、
職

人
層
の
水
準
と
ほ
ぽ
同
一
の
四
～
五
ポ
ソ
ド
が
一
般
的
水
準
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
）

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
週
賃
金
が
二
〇
シ
リ
ソ
グ
前
後
の

部
分
が
圧
倒
的
比
率
を
占
め
る
労
働
者
家
族
に
と
っ
て
、
四
～
五
ポ
ソ

ド
の
出
費
は
、
過
大
な
負
担
で
あ
り
、
費
用
の
適
正
化
は
、
切
実
な

要
求
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
都
市
に
お
げ
る
葬
儀
・
埋
葬
の
独
特
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
（
一
一
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
六
号
）

メ
ヵ
ニ
ズ
ム
は
、
む
し
ろ
費
用
を
高
騰
せ
し
め
る
方
向
へ
作
用
し
て
い

た
。　

葬
儀
・
埋
葬
は
、
伝
統
的
な
慣
習
や
宗
教
の
違
い
か
ら
多
様
た
様
式

を
と
り
た
が
ら
も
、
古
く
か
ら
、
共
同
体
の
相
互
扶
助
機
能
の
一
環
と

し
て
、
そ
の
成
員
に
よ
っ
て
共
同
的
に
担
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
特

徴
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
出
玩
し
、
そ
の
後
の

工
業
化
の
過
程
で
急
成
長
を
遂
げ
て
き
た
工
業
都
市
に
あ
っ
て
は
、
も

は
や
伝
統
的
た
共
同
体
的
地
縁
・
血
縁
関
係
は
存
在
し
た
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
登
場
し
て
き
た
の
が
、
葬
儀
・
埋
葬
を
職
業
と
す
る
葬
儀
屋

（
冒
皆
ユ
芽
ｇ
）
で
あ
っ
た
。
多
く
の
工
業
都
市
で
は
、
い
ま
や
、

葬
儀
屋
に
よ
る
葬
儀
・
埋
葬
が
一
般
的
た
様
式
と
た
っ
た
。
報
告
書
に

麟
徽
鵬

げ
つ
お
畑
に
晦
ソ
町

ト
　
ｄ
ソ
ｍ

口
，
（

　
屋
表
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１
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１
１

４
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１
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者
者
者
者
人
者
者
者

数屋

）計

者
者

儀

合

葬

（

り

屋

業
業

た

る

あ

儀　　
大
室
家
建
鑑
競
不
装
包
専
兼

げ

人

お

１

葬

こ
サ

者

●
　
　
　
　
　
●

１
１
ｎ
皿

都

亡

首

死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
（
一
一
八
六
）

　
　
　
　
よ
れ
ぱ
、
一
八
四
三
年
の
ロ
ソ
ド
ソ
に
は
、
専
業
と
し
て
葬
儀
屋
を
営

　
　
　
　
む
も
の
が
二
七
五
人
、
そ
の
他
に
別
に
職
業
を
も
ち
た
が
ら
葬
儀
屋
を

　
　
　
　
営
む
も
の
四
五
五
人
で
総
計
七
三
〇
人
に
も
の
ぽ
り
（
第
１
３
表
）
、
ロ
ソ

　
　
　
　
ド
ソ
に
お
げ
る
過
去
三
年
問
の
一
目
あ
た
り
平
均
死
亡
者
数
は
一
四
四

　
　
　
　
人
で
あ
る
か
ら
、
「
一
件
の
葬
儀
に
つ
き
六
～
七
人
の
葬
儀
屋
が
待
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

　
　
　
　
受
げ
る
」
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
の
数
に
は
る
か
に

　
　
　
　
越
え
る
人
た
ち
が
、
「
一
年
に
一
件
か
二
件
の
葬
儀
で
も
引
き
受
げ
よ

　
　
　
　
う
と
し
て
、
店
の
窓
に
葬
儀
屋
の
章
標
を
掲
げ
て
い
る
」
と
い
わ
れ
、

　
　
　
　
く
わ
え
て
、
二
次
・
三
次
の
代
理
人
が
存
在
し
、
葬
儀
・
埋
葬
に
携
わ

　
　
　
　
る
業
者
は
、
相
当
な
数
に
の
ぽ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
紛

　
　
　
　
れ
も
な
い
葬
儀
屋
の
過
当
競
争
は
げ
っ
し
て
葬
儀
・
埋
葬
費
用
の
低
下

ｔ
　
　
　
　
　
　
を
惹
起
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
た
に

ｒ
ａ
ｏ
ｆ
止
Ｐ

ｏ
。
一
・
ｅ
Ｅ
Ｆ

此
嚇
肚
吋
Ｂ
　
　
よ
り
も
、
「
死
と
い
う
事
態
は
、
有
効
た
競
争
と
か
、
葬
儀
屋

　
　
ａ
ｃ
　
，
・

ｙ
ａ
ｒ
ｓ
３

伽
。
ｆ
Ｐ
ｍ
脳
　
　
の
料
金
を
前
も
っ
て
検
討
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
葬
儀
屋
の
供

ｎ
　
　
　
ｅ
　
Ｏ

ｅ
ｓ
ｈ
Ｔ
　
，
　
ｏ

ｍ
ｌ
ｔ
ｔ
　
改
成
　
給
品
を
比
較
・
考
慮
す
る
と
か
の
余
地
を
与
え
な
い
。
す
な
わ

蛇
則
施
・
血
切
作

叩
脆
ｍ
航
妃
り

帥
。
ｙ
．
ｈ
よ
　
ち
、
よ
り
安
く
、
し
か
も
当
事
者
の
好
み
と
条
件
に
合
致
し
た
、

比
簑
Ｃ
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
似
一

Ａ
一
・
隷
肌
別
の
葬
震
一
変
更
す
る
時
間
は
な
い
一
の
が
実
情
で
あ
込

所出
　
　
　
　
　
　
し
か
も
彼
ら
の
備
品
と
サ
ー
ピ
ス
の
提
供
た
し
に
は
、
葬
儀
・

注　
　
　
　
　
　
埋
葬
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
彼
ら
の
た
す
が
ま
ま
に



な
ら
ざ
る
を
え
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
葬
儀
屋
が
引

き
受
げ
る
葬
儀
・
埋
葬
の
件
数
が
少
た
げ
れ
ぱ
少
た
い
は
ど
逆
に
、
一

件
の
葬
儀
・
埋
葬
に
対
し
て
、
高
い
費
用
が
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
状
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
５
）

が
生
じ
て
こ
ざ
る
を
え
た
い
。
こ
の
こ
と
が
、
一
方
で
、
葬
儀
を
催
す

側
の
「
故
人
の
た
め
に
も
せ
め
て
見
苦
し
く
た
い
葬
儀
と
埋
葬
を
」
と

い
う
根
強
い
希
望
と
、
他
方
で
、
「
葬
饒
の
準
備
及
び
何
が
適
切
か
、

い
か
た
る
慣
習
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
の
決
定
が
－
…
気

前
の
よ
い
（
冒
Ｏ
｛
易
＠
）
葬
儀
の
や
り
方
を
維
持
す
る
こ
と
に
直
接
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
６
）

を
有
す
る
者
の
手
中
に
あ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
層
促
進
さ
れ
る
、
と

い
う
の
が
事
態
の
真
相
で
あ
っ
た
。
実
際
、
葬
儀
屋
に
よ
っ
て
通
例
用

意
さ
れ
る
葬
儀
の
衣
装
は
、
男
爵
の
葬
儀
に
用
い
る
紋
章
つ
き
衣
装
で

あ
っ
た
り
、
棺
運
搬
人
や
棺
側
付
添
人
に
仰
々
し
い
格
好
を
さ
せ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
７
）

ど
、
一
般
に
不
必
要
に
賛
沢
な
も
の
で
あ
り
、
垂
言
を
よ
せ
た
葬
儀
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
８
）

自
身
が
、
そ
の
費
用
ば
半
減
し
う
る
と
さ
え
述
べ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
過
大
た
家
計
負
担
を
課
せ
ら
れ
な
が
ら
も
、
葬
儀
屋
に
よ

る
葬
儀
・
埋
葬
に
、
下
層
の
貧
困
な
労
働
者
家
族
さ
え
依
存
せ
ざ
る
を

え
た
か
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
葬
儀
・
埋
葬
に
関
す
る
公
的
サ
ー
ピ
ス

が
恐
る
べ
き
劣
悪
た
水
準
に
押
し
と
ど
め
ら
れ
て
い
た
点
に
あ
っ
た
。

救
貧
行
政
一
般
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
救
貧
埋
葬
は
、
　
「
劣
等
処

　
　
　
　
一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

遇
」
の
原
則
が
一
段
と
際
立
っ
た
姿
を
と
っ
て
貫
徹
さ
れ
た
。
エ
ソ
ゲ

ル
ス
は
、
貧
民
墓
地
に
お
げ
る
「
胸
の
む
か
っ
く
よ
う
な
残
虐
行
為
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

　
「
生
き
て
い
る
と
き
も
、
死
ん
で
か
ら
も
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。
貧

民
は
ひ
ど
く
乱
暴
な
や
り
方
で
、
く
た
ぱ
っ
た
獣
の
よ
う
に
埋
葬
さ
れ

る
。
」
ロ
ソ
ド
ソ
の
セ
ソ
ト
・
ブ
ラ
イ
ド
の
貧
民
墓
地
で
は
、
「
水
曜
目

ご
と
に
、
死
ん
だ
被
救
位
民
が
深
さ
一
四
フ
ィ
ー
ト
の
穴
の
な
か
に
投

げ
こ
ま
れ
、
坊
主
は
大
い
そ
ぎ
で
祈
薦
の
文
句
を
が
た
り
た
て
る
。
穴

は
い
い
か
げ
ん
に
埋
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
翌
週
の
水
曜
目
に
ま
た
穴

を
ひ
ら
き
、
も
う
こ
れ
以
上
は
ひ
と
っ
の
死
体
も
は
い
ら
な
く
な
る
ま

で
、
死
体
で
い
っ
ぽ
い
に
す
る
た
め
た
の
で
あ
る
。
」
　
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ

ー
の
貧
民
墓
地
は
、
　
「
約
二
年
前
に
、
鉄
道
が
こ
の
墓
地
を
と
お
っ
て

敷
設
さ
れ
た
。
」
そ
の
際
、
「
ま
だ
完
全
に
は
く
さ
り
き
っ
て
い
な
い
死

体
を
、
墓
地
の
べ
つ
の
側
に
も
っ
て
い
く
労
さ
え
は
ら
わ
れ
た
か
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
墓
穴
に
適
す
る
く
ら
い
死
体
が
か
き
だ
さ
れ
る
と
、
新
し
い

墓
に
杭
が
う
ち
こ
ま
れ
た
。
そ
こ
で
、
腐
敗
し
つ
っ
あ
る
物
質
を
し
こ

た
ま
ふ
く
ん
だ
沼
地
の
水
が
地
表
に
わ
き
出
し
て
、
付
近
一
帯
は
、
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
９
）

度
に
不
快
で
、
有
害
た
ガ
ス
で
い
っ
ぱ
い
に
１
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」

　
死
へ
の
敬
崖
な
態
度
も
、
死
者
へ
の
尊
厳
も
一
切
放
棄
さ
れ
、
　
「
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
（
一
一
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
六
号
）

た
ぱ
っ
た
獣
」
と
同
様
の
扱
い
し
か
許
さ
れ
な
い
貧
民
埋
葬
に
対
す
る

恐
怖
は
、
救
貧
院
で
公
共
の
救
済
を
受
げ
ざ
る
を
え
な
い
貧
民
も
ふ
く

め
て
広
範
な
労
働
者
の
あ
い
だ
に
、
貧
民
埋
葬
の
屈
屏
だ
げ
は
回
避
し

た
い
と
い
う
強
烈
な
要
求
を
惹
起
笹
し
め
、
多
分
に
詐
欺
的
性
格
を
帯

び
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
っ
っ
も
、
そ
れ
な
り
の
葬
儀
・
埋
葬
を
提
供

し
て
く
れ
る
葬
儀
屋
へ
の
依
存
を
高
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る

状
況
の
も
と
で
、
葬
儀
・
埋
葬
費
の
確
保
は
、
と
り
わ
げ
、
受
給
貧
民

へ
の
転
落
の
危
険
を
た
え
ず
孕
む
貧
困
な
下
層
労
働
者
に
と
っ
て
は
、

愈
々
切
実
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。

（
１
）
『
冒
。
・
ｏ
ぎ
穿
。
・
－
彗
ご
・
。
畠
…
｛
Ｈ
・
。
・
。
９
嚢
ユ
峯
胃
〒
句
『
げ
ま
ｏ
｝

　
　
向
目
ｏ
ｑ
¢
げ
ミ
¢
寿
９
吋
Ｐ
曽
一
〇
〇
．
Ｈ
８
一
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
一
八
四
五

　
　
年
と
八
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
」
全
集
、
第
二
一
巻
、
一
九
九
べ
ー
ジ
。

（
２
）
　
○
．
｝
．
事
◎
◎
戸
射
¢
竺
考
～
ｏ
ｑ
易
”
■
ｏ
亭
ｏ
ｃ
ｏ
＄
づ
｛
弩
｛
ｏ
｛
ｏ
◎
昌
ざ
ざ

　
　
。
。
圧
８
畠
切
Ｏ
こ
◎
昌
昌
－
◎
二
｝
¢
射
◎
這
；
§
啄
一
Ｓ
二
◎
Ｏ
－
０
専
（
－
甲

　
　
０
０
．
０
０
）
一
畠
８
一
Ｐ
Ｈ
Ｓ
．

（
３
）
句
．
塁
。
・
ｏ
互
く
◎
暑
◎
ユ
Ｎ
ｐ
『
｛
９
蓉
プ
９
＞
易
電
ぎ
く
冒
Ｈ
・
。
Ｓ
｛
雲

　
　
三
－
品
¢
宗
『
胃
ず
９
訂
箏
ｑ
ｇ
匿
～
。
。
。
。
ｏ
圧
向
箏
ｏ
ｑ
－
彗
ｏ
、
一
オ
¢
鼻
９
団
ｐ

　
　
ド
ｏ
ｏ
・
震
９
　
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
労
働
者
階
級

　
　
の
状
態
』
の
一
八
九
二
年
ド
イ
ツ
語
版
へ
の
序
言
」
全
集
、
第
二
巻
、

　
　
六
七
三
～
六
七
五
ぺ
－
ジ
。

（
４
）
内
．
旨
胃
ぎ
Ｕ
鍔
穴
壱
一
邑
一
胃
一
薫
亭
２
亀
涛
争
彗
ぴ
ぎ
９
邑
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
（
一
一
八
八
）

　
　
墨
・
－
ｏ
ｏ
」
鼻
　
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
巻
、
邦
訳
（
大
月

　
　
書
店
）
五
七
〇
ぺ
ー
ジ
。

（
５
）
Ｇ
・
Ｍ
・
ホ
ー
ム
ズ
、
矢
口
孝
次
郎
監
訳
『
英
・
米
比
較
経
済
史
』
、

　
　
、
・
・
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
九
年
、
一
一
べ
ー
ジ
。

（
６
）
　
ユ
リ
・
ア
・
メ
ソ
デ
リ
ソ
ソ
、
　
飯
田
貫
一
訳
『
恐
慌
の
理
論
と
歴

　
　
史
』
皿
、
青
木
書
店
、
一
九
六
〇
年
、
五
二
四
べ
ー
ジ
。

（
７
）
　
Ｇ
・
Ｍ
・
ホ
ー
ム
ズ
、
前
掲
書
、
一
二
ぺ
ー
ジ
。

（
８
）
　
入
江
節
次
郎
『
独
占
資
本
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
道
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

　
　
一
九
六
二
年
、
二
七
ぺ
ー
ジ
。

（
９
）
　
Ｇ
・
Ｍ
・
ホ
ー
ム
ズ
、
前
掲
書
、
一
一
ぺ
－
ジ
。

（
１
０
）
奉
・
○
．
ま
常
§
Ｐ
零
ま
争
５
｛
易
身
ミ
ｏ
ｏ
－
Ｈ
鵠
９
寮
一
庁
Ｋ
印

　
　
旨
旨
冒
彗
一
５
９
オ
¢
考
■
冒
ぎ
Ｈ
竃
９
署
』
ミ
～
ｏ
。
．

（
ｕ
）
　
『
峯
彗
き
Ｏ
易
内
老
－
邑
団
Ｐ
Ｈ
一
〇
っ
・
畠
９
　
『
資
本
論
』
第
一
巻
、

　
　
五
六
八
～
九
べ
ー
ジ
。

（
１
２
）
　
Ｈ
暫
ｑ
二
〇
っ
・
お
Ｐ
同
上
、
五
四
五
ぺ
ー
ジ
。

（
１
３
）
　
Ｈ
巨
戸
ｏ
○
．
お
一
同
上
、
五
四
一
ぺ
－
ジ
。

（
１
４
）
　
Ｈ
匡
｛
二
〇
〇
」
鼻
同
上
、
五
八
六
ぺ
－
ジ
。

（
１
５
）
　
Ｈ
暫
ｑ
二
団
Ｐ
目
一
〇
〇
．
罫
同
上
第
三
巻
、
一
〇
八
～
九
べ
ー
ジ
。

（
１
６
）
　
内
．
峯
弩
ぎ
　
弓
影
。
・
冨
箒
ｏ
｝
卑
－
↓
－
争
冒
§
自
敏
９
昌
易
一
奉
ｏ
鼻
〇
一

　
　
望
・
鼻
ｏ
ｏ
』
ｏ
ｇ
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
「
イ
ギ
リ
ス
エ
場
制
工
業
の
状
態
」
、

　
　
全
集
、
第
二
二
巻
、
二
〇
七
ぺ
ー
ジ
。

（
１
７
）
内
・
峯
彗
ぎ
Ｕ
易
宍
占
一
邑
一
塞
．
日
一
ｃ
。
．
Ｈ
８
一
『
資
本
論
』
第
三

　
　
巻
、
一
一
六
ぺ
ー
ジ
。

（
１
８
）
Ｈ
雲
ｏ
二
団
ｑ
・
Ｈ
一
〇
〇
・
畠
９
同
上
第
一
巻
、
五
五
七
べ
ー
ジ
。

（
１
９
）
　
Ｈ
巨
｛
二
〇
〇
．
９
ド
同
上
、
六
四
ニ
ペ
ー
ジ
。



（
２
０
）
　
Ｈ
ｇ
ｅ
ｃ
ｏ
」
ｏ
．
ｏ
～
“
同
上
、
六
〇
三
～
四
ぺ
ー
ジ
。

（
２
１
）
麦
巨
易
・
｛
竃
冒
邑
身
ゴ
ｍ
・
。
寄
・
・
琴
き
一
昇
一
、
一
。
亘

　
　
｛
昌
巳
。
・
亭
｛
甘
ｏ
冒
弓
訂
ｏ
彗
ｏ
Ｈ
巴
射
品
げ
ｑ
胃
．
ｏ
。
○
Ｂ
８
ら
；
訂
｛
げ
く

　
　
声
巾
．
ｏ
つ
け
ミ
胃
け
～
目
｛
戸
－
彗
ご
■
。
。
一
弓
訂
睾
ｏ
庄
ｓ
－
声
塞
－
■
¢
電
－

　
　
芽
り
邑
・
二
邑
一
葛
麸
・
・
阜
曇
９
ま
葦
彗
星
・
・
２
邑
．

　
　
ま
Ｐ
岩
婁
Ｈ
き
一
¢
Ｈ
く
．

（
２
２
）
　
地
下
室
住
宅
の
惨
状
は
、
地
下
室
の
改
良
あ
る
い
は
禁
止
の
た
め
の

　
　
法
律
を
は
や
く
か
ら
登
場
せ
し
め
た
が
、
一
八
七
〇
年
代
に
も
な
お
本

　
　
質
的
な
改
善
が
み
ら
れ
た
か
っ
た
こ
と
は
、
例
え
ぱ
、
Ｆ
．
ニ
ソ
ゲ
ル

　
　
ス
が
『
住
宅
問
題
』
の
な
か
で
、
大
洪
水
に
よ
っ
て
暴
露
さ
れ
た
「
地

　
　
下
室
住
宅
の
恥
ず
べ
き
状
態
に
っ
い
て
、
一
八
七
二
年
七
月
二
〇
日
号

　
　
の
『
マ
ソ
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』
誌
か
ら
長
文

　
　
を
引
用
し
て
、
「
こ
れ
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
が
実
際
に
ー
ど
の
よ
う
に

　
　
住
宅
問
題
を
解
決
す
る
か
の
好
個
の
実
例
で
あ
る
」
と
厳
し
く
批
判
し

　
　
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
句
』
品
碁
し
員
オ
◎
ぎ
自
箏
ぴ
・
。
。
１

　
　
守
品
ｐ
事
ｏ
寿
９
墨
・
Ｈ
・
。
一
ｃ
ｏ
・
Ｎ
竃
～
・
。
一
全
集
第
一
八
巻
、
二
五
七
～

　
　
九
ぺ
ー
ジ
。

（
２
３
）
句
．
団
．
・
・
昌
葺
冒
・
巾
８
筈
，
。
。
患
葦
嚢
ｏ
．
一
葦
Ｏ
，
８
旨

　
　
憲
ぎ
。
。
◎
Ｏ
邑
豪
け
◎
｛
。
。
胃
一
撃
§
Ｐ
？
Ｓ
卜

（
２
４
）
　
一
八
四
八
年
「
公
衆
衛
生
法
」
は
、
『
チ
ャ
ド
ウ
イ
ツ
ク
報
告
書
』

　
　
を
受
げ
て
制
定
さ
れ
た
公
衆
衛
生
に
関
す
る
初
め
て
の
体
系
的
立
法
で

　
　
あ
っ
た
が
、
同
法
は
死
亡
率
が
一
、
○
○
○
人
あ
た
り
二
三
人
以
上
の

　
　
地
域
へ
の
強
制
適
用
を
定
め
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
地
域
は
、
納
税
者

　
　
の
一
〇
分
の
一
に
あ
た
る
住
民
の
請
願
が
あ
っ
た
場
合
に
限
り
地
方
保

　
　
険
局
を
設
置
し
う
る
、
と
定
め
ら
れ
た
た
め
、
急
進
派
の
動
き
．
地
方

　
　
　
一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

　
自
治
意
識
・
地
方
税
引
き
上
げ
反
対
等
の
動
き
に
阻
止
さ
れ
て
そ
の
適

　
用
は
進
ま
ず
、
一
八
五
三
年
に
至
っ
て
も
た
お
適
用
地
域
は
一
六
四
に

　
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
地
方
保
険
局
は
、
衛
生
事
業
の
正
確
な

　
知
識
の
欠
如
、
財
政
上
の
窮
状
等
に
よ
り
、
有
効
な
改
革
を
た
し
う
る

　
状
態
に
な
か
っ
た
。
そ
の
後
一
八
六
六
年
法
、
一
八
七
二
年
法
に
よ
り

　
公
衆
衛
生
整
備
は
一
層
広
い
地
域
で
着
手
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
の
、
改

　
善
の
歩
み
は
、
そ
れ
が
必
要
と
さ
れ
た
規
模
と
内
容
を
も
ち
う
る
に
は
、

　
　
あ
ま
り
に
も
遅
六
と
し
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
Ｏ
｛
申
吋
・
０
０
邑
芦

　
　
；
８
０
～
８
－
武
居
良
明
「
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期
に
お
け
る
公
衆
衛

　
　
生
間
題
」
『
杜
会
経
済
史
学
』
第
四
〇
巻
四
号
、
一
八
そ
二
〇
べ
ー
ジ
。

（
２
５
）
　
句
．
甲
ｃ
ｏ
昌
岸
戸
◎
？
ｏ
デ
勺
・
ト
。
昌
・

（
２
６
）
　
「
室
内
用
便
器
を
つ
か
っ
て
い
た
家
は
、
汚
稼
を
近
く
の
ゴ
、
、
、
捨
て

　
　
場
か
、
ブ
ラ
イ
ベ
イ
ト
の
下
水
溜
め
ま
で
運
ん
で
捨
て
た
。
…
－
と
の

　
　
時
代
は
、
ゴ
ミ
と
排
湛
物
が
一
し
ょ
に
た
っ
て
い
た
の
が
特
徴
で
あ

　
　
る
。
」
角
山
栄
『
産
業
革
命
と
民
衆
』
、
生
活
の
歴
史
一
〇
、
河
出
書
房

　
　
新
杜
、
一
九
七
五
年
、
一
七
七
ぺ
ー
ジ
。

（
２
７
）
声
．
勺
．
ｏ
ｏ
け
署
胃
；
己
向
・
宕
寿
｝
量
名
・
ｏ
デ
勺
・
芦

（
２
８
）
句
．
甲
ｏ
ｏ
冒
岸
Ｆ
◎
Ｐ
ｏ
芦
づ
』
Ｎ
。
。
・

（
２
９
）
　
「
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
人
は
、
生
国
に
い
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分

　
　
の
家
に
接
近
し
て
豚
小
屋
を
建
て
、
茅
、
し
て
も
し
そ
れ
が
で
き
た
い
と
、

　
　
そ
の
豚
を
室
内
で
自
分
の
そ
ぱ
に
寝
さ
せ
る
。
大
都
市
に
お
げ
る
こ
う

　
　
し
た
新
し
い
異
常
た
家
畜
飼
育
法
は
、
ま
っ
た
く
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
人
に

　
　
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
　
句
・
向
づ
習
ダ
　
ー
品
０
　
ｑ
９

　
　
胃
訂
岸
ｏ
目
ｐ
ｇ
冒
易
乙
。
¢
艘
向
づ
牲
彗
３
オ
胃
斥
ｐ
団
ｏ
』
ｏ
ｏ
』
Ｎ
心
一

　
　
（
以
下
■
品
ｏ
と
略
す
）
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
（
一
一
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
六
号
）

　
　
働
者
階
級
の
状
態
』
、
全
集
、
第
二
巻
、
三
二
三
べ
ー
ジ

（
３
０
）
『
更
・
。
昌
葦
冬
き
二
．
嚢
．

（
３
１
）
Ｈ
巨
ｏ
二
り
』
８
．

（
３
２
）
　
ス
、
、
・
ス
に
よ
れ
ぱ
、
一
八
五
〇
～
六
〇
年
代
に
は
普
通
の
パ
ソ
は
四

　
　
ポ
ソ
ド
あ
た
り
約
七
ベ
ソ
ス
で
あ
っ
た
が
、
貧
民
街
の
安
売
り
製
バ
ソ

　
　
業
者
の
店
（
亭
。
。
暮
豪
。
ｑ
罫
ぎ
易
，
。
。
ぎ
ｏ
）
で
は
、
そ
れ
よ
り
一
～
二

　
　
ペ
ソ
ス
安
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
業
者
は
、
一
袋
の
小
麦
粉
で
普
通
九
〇

　
　
個
の
パ
ソ
を
作
る
と
こ
ろ
を
、
水
を
多
く
入
れ
た
練
り
粉
を
使
っ
て
九

　
　
六
個
も
作
っ
て
い
た
。
曇
Ｏ
・
一
〇
・
８
串
ま
た
不
純
製
造
さ
れ
た
バ
ソ

　
　
に
は
、
お
が
く
ず
ど
こ
ろ
か
「
腫
れ
も
の
の
膿
や
蜘
蛛
の
巣
や
油
虫
の

　
　
死
骸
や
腐
っ
た
ド
イ
ツ
酵
母
を
ま
笹
込
ん
だ
」
も
の
さ
え
あ
っ
た
よ
う

　
　
だ
。
内
・
竃
凹
、
、
Ｕ
易
宍
昌
岸
芦
団
ｐ
Ｈ
・
¢
ト
。
軍
『
資
本
論
』
第
一
巻
、

　
　
三
二
五
べ
－
ジ
。

（
３
３
）
床
．
く
凹
、
ｘ
二
Ｕ
爵
内
昌
－
邑
団
Ｐ
Ｈ
・
ｏ
ｏ
・
Ｎ
箪
『
資
本
論
』
第
一
巻
、

　
　
三
二
四
べ
－
ジ
、
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
う
し
た
パ
ソ
の
不
純
製
造
と
安
売

　
　
り
製
パ
ソ
業
者
の
形
成
は
、
「
こ
の
営
業
の
同
職
組
合
的
性
格
が
く
ず

　
　
れ
て
名
目
上
の
製
パ
ソ
親
方
の
背
後
に
資
本
家
が
製
粉
業
者
や
麦
粉
間

　
　
屋
の
姿
で
立
ち
現
わ
れ
て
か
ら
、
発
達
し
た
」
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ

　
　
ら
が
、
激
烈
な
競
争
を
媒
介
と
し
て
生
じ
た
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
と

　
　
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
巨
ｅ
ｃ
ｏ
』
震
～
９

　
　
同
上
、
三
二
五
～
八
ぺ
ー
ジ
。

（
３
４
）
申
吋
二
昌
葦
・
Ｐ
・
芦
事
８
仁
～
蜆
．

（
３
５
）
　
旨
巨
二
〇
Ｐ
８
切
～
ｏ
．

（
３
６
）
宍
・
く
、
、
一
・
Ｏ
易
内
昌
｛
邑
一
団
Ｐ
－
ｃ
ｏ
．
亀
ｏ
～
芦
『
資
本
論
』
第

　
　
一
巻
、
五
一
九
～
五
二
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
（
一
一
九
〇
）

（
３
７
）
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
国
内
消
費
の
ア
ヘ
ソ
量
は
、
一
貫

　
　
し
て
増
大
を
続
げ
、
一
八
五
〇
１
五
四
年
の
五
六
、
四
〇
〇
ポ
ソ
ド
に

　
　
対
し
て
、
一
八
六
〇
１
六
四
年
に
は
、
九
一
、
四
六
一
ポ
ソ
ド
、
一
八

　
　
七
〇
－
七
四
に
は
、
一
八
二
、
二
二
九
ポ
ソ
ド
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
倍

　
　
々
の
テ
ソ
ポ
の
増
大
で
あ
っ
た
。
加
藤
祐
三
『
イ
ギ
リ
ス
と
ア
ジ
ア
』
、

　
　
岩
波
書
店
、
一
九
八
○
年
、
一
八
三
べ
ー
ジ
。

（
３
８
）
　
Ｆ
．
エ
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
労
働
者
階
級
』
の
な

　
　
か
で
、
有
害
な
売
薬
の
大
量
販
売
が
労
働
者
階
級
の
身
体
を
害
し
て
い

　
　
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
最
も
有
害
た
商
品
と
し
て
阿
片
チ
ソ
キ
で
つ

　
　
く
ら
れ
た
「
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ズ
・
コ
ー
デ
ィ
ァ
ル
」
　
（
ゴ
ヅ
ト
フ
リ
ー

　
　
の
強
心
剤
）
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
水
薬
が
、
　
「
家
の
た
か
で

　
　
働
き
、
自
分
の
子
供
や
他
人
の
子
供
の
お
も
り
を
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た

　
　
い
婦
人
た
ち
」
に
よ
っ
て
「
子
供
を
お
と
次
し
く
さ
せ
、
…
…
も
っ
と

　
　
丈
夫
に
す
る
た
め
に
」
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
「
彼
女
た
ち
は
し
ぱ

　
　
し
ぱ
生
ま
れ
た
ぱ
か
り
の
子
供
に
は
や
く
も
こ
の
薬
を
与
え
は
じ
め
、

　
　
こ
の
『
強
心
剤
』
の
有
害
な
緒
果
も
知
ら
ず
に
〔
連
用
さ
せ
〕
つ
い
に

　
　
子
供
を
死
た
せ
て
し
ま
う
。
子
供
の
身
体
が
阿
片
の
作
用
に
た
い
し
て

　
　
鈍
感
に
な
れ
ぽ
な
る
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
大
量
の
阿
片
が
与
え
ら
れ
る
。

　
　
『
コ
ー
デ
ィ
ァ
ル
』
の
き
き
め
が
た
く
た
る
と
、
湿
り
気
の
た
い
阿
片

　
　
チ
ソ
キ
さ
え
も
、
し
ぱ
し
ぱ
一
度
に
一
五
た
い
し
一
六
滴
も
与
え
ら
れ

　
　
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
こ
の
薬
の
使
用
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
あ
ら

　
　
ゆ
る
大
都
市
と
工
業
地
区
に
広
く
普
及
し
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て

　
　
い
る
。
ミ
胃
ぎ
一
団
ｐ
ト
〇
一
〇
◎
』
。
。
ｏ
◎
～
ト
　
全
集
第
二
巻
、
三
三
五
～
六

　
　
ぺ
ー
ジ
。

（
３
９
）
　
「
一
八
四
三
年
の
チ
ャ
ド
ウ
イ
ヅ
ク
の
報
告
書
は
、
公
衆
衛
生
報
告

■



　
書
の
補
足
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
彼
の
仕
事

　
　
の
う
ち
で
も
最
も
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
問
題
に
つ

　
　
い
て
の
、
そ
れ
以
前
の
ど
ん
な
調
査
よ
り
も
広
い
範
囲
に
わ
た
り
、
し

　
　
か
も
一
層
深
く
堀
り
下
げ
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
憲
君
ユ
昌

　
巨
一
〇
〇
〇
｝
自
岸
～
『
Ｋ
Ｏ
ｏ
目
ｑ
－
巨
ｏ
自
　
ｏ
ｈ
　
け
プ
¢
　
■
～
げ
ｏ
后
ユ
づ
ｏ
ｑ
　
勺
ｏ
ｏ
自
－
｝
¢
◎
づ
　
ｏ
｛

　
　
Ｏ
Ｔ
ｏ
～
け
Ｃ
Ｏ
『
岸
與
｛
目
一
　
Ｈ
Ｏ
ｏ
』
ド
　
向
山
考
－
箏
Ｏ
プ
～
ｑ
考
－
ｏ
斤
一
　
¢
Ｏ
岸
Ｏ
」
げ
Ｋ
…
１
４
く
．

　
　
「
享
Ｐ
畠
，
ぎ
邑
一
；
一
一
さ
邑
ｑ
？
易
。
。
一
冨
貫
宇
一
『
Ｏ
旨
三
；

　
　
身
く
．
ミ
．
一
皇
…
一
勺
．
ｏ
○
。
．

（
４
０
）
　
＞
己
ｏ
毫
旦
ｏ
ヨ
彗
訂
ｑ
射
８
ｏ
二
〇
目
艘
＠
『
９
巨
茅
ｏ
｛
ｐ
ｃ
。
君
ｏ
－
巳

　
　
－
；
巳
ｑ
葦
Ｏ
艘
０
軍
竃
饒
Ｏ
Ｏ
Ｏ
｛
５
蒜
旨
昌
彗
け
，
弓
；
畠
一
昌

　
　
白
｝
多
一
〇
ぎ
ｑ
色
ｏ
ぎ
崖
お
一
じ
Ｏ
ま
庁
プ
勺
胃
５
昌
彗
冨
｛
勺
老
ｏ
易
（
以

　
　
下
只
勺
・
勺
．
と
略
す
）
一
｝
Ｈ
８
Ｈ
乎
○
彗
胃
巴
一
Ｈ
く
」
り
戸
君
・
ら
Ｃ
。
～

　
　
ト

（
４
１
）
　
亭
奉
一
Ｐ
亀
９

（
４
２
）
　
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ヅ
ク
は
、
ロ
ソ
ド
ソ
の
埋
葬
費
に
つ
い
て
最
も
十
分
に

　
　
述
べ
ら
れ
た
証
言
と
し
て
、
葬
儀
屋
ワ
イ
ル
ド
氏
の
も
の
を
報
告
書
に

　
　
詳
し
く
載
せ
て
い
る
が
、
ワ
イ
ル
ド
氏
は
証
言
の
た
か
で
、
労
働
者
の

　
　
成
人
に
対
す
る
平
均
埋
葬
費
は
、
墓
地
代
、
埋
葬
税
抜
き
で
約
四
ポ
ソ

　
　
ド
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
料
金
で
、
一
般
に
、
良
質
の
強
い
ニ
レ

　
　
材
の
棺
、
墓
地
へ
遺
体
を
運
ぶ
運
般
人
（
げ
墨
昌
お
）
会
葬
者
の
た
め
の

　
　
ビ
ロ
ー
ド
の
覆
い
、
備
品
が
供
与
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
巨
チ
Ｐ
ら
ト

（
４
３
）
Ｈ
三
ｑ
二
〇
．
ら
り
．

（
４
４
）
　
Ｈ
巨
ｏ
二
り
．
ら
・
。
．

（
４
５
）
曇
ｑ
二
Ｐ
昌
ｏ
．

　
　
　
一
九
世
紀
中
葉
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
生
活
と
生
命
保
険
（
横
山
）

（
４
６
）

（
４
７
）

（
４
８
）

（
４
９
）

　
亭
－
」
二
看
．
き
べ
～
・
。
．

Ｈ
巨
ｑ
二
り
・
ら
閉
．
さ
き
の
ワ
ィ
ル
ド
氏
は
、
現
在
の
葬
儀
に
用
い
ら

れ
る
付
随
物
の
多
く
に
疑
問
は
な
い
か
、
そ
れ
は
慣
習
の
産
物
で
は
な

い
か
と
の
質
問
に
、
「
全
く
慣
習
的
た
も
の
で
す
。
注
文
の
際
に
用
い

ら
れ
る
文
句
は
『
慣
習
的
た
も
の
を
用
意
し
て
下
さ
い
』
で
あ
る
」
と

答
え
て
い
る
。
ま
叫
二
Ｐ
き
岬
．

　
「
適
切
な
立
法
に
よ
っ
て
、
現
存
の
埋
葬
費
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と

は
可
能
だ
と
思
う
の
か
？
－
は
い
、
大
幅
な
低
下
、
少
な
く
と
も
五
〇

パ
ー
セ
ソ
ト
の
低
下
が
実
際
に
た
さ
れ
る
と
思
う
。
」
巨
Ｏ
二
〇
．
き
べ
・

　
『
向
づ
習
－
ｏ
っ
一
－
～
胴
９
考
０
Ｈ
斤
９
団
Ｐ
ド
ｏ
ｏ
．
閉
ｏ
ｏ
Ｆ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス

『
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
、
全
集
第
二
巻
、
五
二

六
～
五
二
七
べ
－
ジ
。

一
七
七
（
一

一
九
一
）




